
至
ッ
テ
、
徳
育
ノ
論
大
二
盛
ン
ナ
リ
ト
雖
た
、
美
育
二
至
ッ
テ
ハ

、
寂
々
容
々

更
二
其
整
理

二
着
手
セ
サ
ル
モ
ノ

、
如
シ
。
或
ハ
之
二
着
手
セ
ン
ト
欲
ス
ル
人

士
ナ
キ
ニ
非
サ
レ

ト
モ
、
却
テ
亦
躊
躇
ス
ル
傾
向
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
サ
ル
ナ
リ
。

故
二
予
ハ
本
論
二
於
テ
、
特
二
美
育
二
閥
ス
ル
注
意
ノ
諸
貼
ヲ
提
出
シ

、
聯
カ

数
育
家
諸
君
二
質
ス
所
ア
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。

③

東
京
美
術
学
校
創
立
に
関
す
る
補
足
資
料

本
書
第
一
巻
第
一
章
第
二
節

1041106
頁
の
記
述
に
関
し
、
青
木
茂
氏
、
瀧

悌
三
氏
の
御
教
示
に
よ
り
さ
ら
に
調
査
し
た
結
果
、
新
た
な
資
料
の
発
見
が

あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
明
治
二
十
年
秋
に
欧
米
視
察
か
ら
帰
国

し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
覚
三
ら
の
美
術
学
校
設
立
準
備
活
動
に
対
し
、
欧

化
派
が
反
対
運
動
を
起
こ
し
、
文
部
省
に
動
揺
が
生
じ
、
そ
の
た
め
に
貿
易

協
会
が
再
度
岡
倉
ら
の
支
援
に
立
ち
上
が
り
、
次
い
で
岡
倉
ら
の
強
力
な
支

持
者
で
あ
る
九
鬼
隆
一
が
帰
国
し
て
図
書
頭
と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
知
る
手

掛
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

〔
画〕

●
フ
ニ
ノ
ロ
サ
氏
文
部
雇
米
國
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は
同
省
の
圏
書
取
調
掛
主

幹
岡
倉
覺
三
氏
と
共
に
闘
盟
取
調
の
為
め
先
年
欧
米
諸
國
へ
赴
む
き
去
る
十
三

日
蹄
朝
せ
し
が
恰
も
此
度
文
部
省
官
制
の
改
正
に
際
し
て
美
術
學
校
を
創
立
す

る
こ
と
に
な
り
し
に
付
き
右
雨
氏
ハ
其
の
創
立
取
調
委
員
を
命
せ
ら
れ
し
と

（
明
治
二
十
年
十
月
十
五
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
）

◎
美
術
取
調
文
部
省
雇
米
國
人
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
井
に
圏
聾
取
調
掛
岡
倉
覺
三

氏
は
圏
甕
取
調
の
為
め
欧
米
各
國
を
巡
廻
し
て
去
る
十
二
日
蹄
朝
し
以
後
ハ

美

術
學
校
創
立
事
務
を
握
任
す
る
よ
し
な
り

（
同
年
同
月
十
七
日
『
時
事
新
報
』
）

0
東
京
美
術
學
校
同
校
設
立
の
こ
と
に
付
て
ハ
種
々
議
論
あ
る
由
な
る
が
フ

ヱ
ノ
ロ
サ
岡
倉
両
氏
に
ハ
非
常
に
壺
力
し
居
る
由
な
り
叉
同
校
ハ
嘗
分
＿
帝
図

大
學
植
物
園
の
側
な
る
菩
圏
蜜
取
調
所
を
以
て
之
に
充
て
ら
る
4

よ
し

（
同
年
同
月
二
十
日
『
朝
野
新
聞
』
）

●
東
京
美
術
學
校
文
部
省
に
て
今
度
創
設
す
る
東
京
美
術
學
校
ハ
小
石
川
謳

植
物
園
構
内
の
祖
岡
甕
取
調
掛
官
舎
を
其
儘
用
ふ
る
筈
な
り
し
が
叉
た
他
に
新

設
せ
ん
と
の
議
も
起
り
目
下
尚
ほ
協
議
中
な
り
尤
と
も
同
校
創
立
取
調
委
員

な
る
同
校
幹
事
岡
倉
覺
三
氏
は
差
し
向
き
右
闘
霊
取
調
掛
官
舎
へ
出
頭
し
て
事

務
を
執
り
又
た
本
省
文
書
課
へ
も
出
頭
し
て
種
々
取
り
調
べ
居
れ
り
と

（
同
年
同
月
二
十
一
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
）

0
美
術
學
校
文
部
省
に
て
美
術
學
校
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
ハ
豫
て
記
る
せ

し
が
巽
に
蹄
朝
せ
し
岡
倉
幹
事
御
雇
フ
ニ
ノ
ロ
サ
氏
等
の
盛
力
に
依
り
其
の
方

案
規
則
も
整
頓
し
た
れ
バ
来
春
ま
で
に
ハ
開
校
の
見
込
な
り
と
云
へ
り

（
同
年
十
二
月
二
十
一
日
『
朝
野
新
聞
』
）

建
言
書

①

②

 

文
部
三
等
技
師
山
口
半
六
工
科
大
学
教
授
辰
野
金
吾
文
部
大
臣
子
爵
森

有
覗
閣
下
二
建
言
セ
ン
半
六
等
常
々
窃
二
美
術
学
校
設
立
ノ
挙
ア
ラ
ン

1
ヲ

〔さ〕

希
望
ス
ル
已
二
久
シ
而
メ
文
部
省
モ
亦
向
キ
ニ
絃
二
見
ア
リ
テ
今
ヤ
新
二
東

京
美
術
学
校
ヲ
創
立
シ
以
テ
美
術
教
育
ノ
業
ヲ
企
圏
セ
ラ
ル
誠
二
半
六
等
ノ

補遺 篇 876 



素
懐
二
背
カ
ズ
而
シ
テ
欣
喜
踊
躍
措
ク
能
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
是
レ
実
二
吾
邦

美
術
教
化
二
関
ス
ル
一
大
重
要
ノ
件
ナ
リ
将
来
ノ
方
針
進
路
二
於
テ
宜
ク
考

〔
さ
と
〕

按
ヲ
要
七
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
半
六
等
不
肖
時
事
ヲ
暁
ラ
ズ
ト
雖
た
唯
夕
其
レ
美

術
ノ
事
二
於
テ
ハ
夙
二
憂
慮
計
盟
ス
ル
所
ア
リ
依
テ
柳
力
鄭
見
ヲ
宅
二
略
陳

シ
以
テ
閣
下
ノ
賢
明
ヲ
煩
ハ
サ
ン
ト
ス

夫
レ
美
術
ノ
事
ク
ル
ヤ
人
類
精
神
上
自
然
ノ
現
象
二
由
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
学

理
ヲ
論
究
ス
ル
モ
ノ
希
騰
國
ノ
哲
学
者
プ
ラ
ト
ー
以
後
其
人
誠
二
懃
カ
ラ
ズ

然
リ
ト
雖
圧
審
美
学
ノ
一
科
ハ
自
他
学
術
卜
差
々
異
ナ
ル
所
ア
リ
テ
理
論
ノ
分

析
未
ダ
其
全
部
二
渉
ラ
ズ
故
二
美
術
上
総
テ
ノ
現
象
ヲ
辮
明
ス
ル
箪
二
理
論

ニ
頼
ル
ヲ
得
ズ
乃
チ
甲
乙
学
者
ノ
論
二
於
テ
モ
往
々
符
合
セ
ザ
ル
所
ア
リ

又
縦
令
口
能
ク
之
ヲ
論
ズ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
手
能
ク
之
ヲ
應
用
ス
ル
能
ハ
ズ
之

ニ
反
シ
テ
ロ
常
二
其
技
ヲ
演
ス
ル
ニ
下
拙
ナ
ル
モ
実
地
之
應
用
二
至
テ
ハ
其
巧

〔
あ
ま
〕

〔

け

ん

ぺ

つ

〕

妙
歎
賞
二
剰
リ
ア
ル
モ
ノ
ア
リ
世
ノ
美
術
家
卜
称
ス
ル
モ
ノ
抑
モ
亦
甑
別

観
察
シ
易
カ
ラ
サ
ル
也
、

蓋
シ
美
術
学
前
途
ノ
進
歩
ヲ
計
ラ
ン
ト
欲
セ
バ
宜
ク
先
ツ
其
卓
論
ヲ
詮
索
セ

ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
而
シ
テ
其
之
ヲ
詮
索
ス
ル
又
難
シ
唯
タ
一
法
ア
ル
ノ
ミ

他
ナ
シ
美
術
家
ノ
典
論
二
準
捩
ス
ル
ナ
リ
乃
チ
実
景
ノ
雅
致
ナ
リ
意
匠
ノ
高

妙
ナ
リ
善
ク
之
ヲ
寓
シ
巧
二
之
ヲ
画
キ
又
其
理
ヲ
論
シ
其
学
ノ
蘊
奥
ヲ
窮
メ
タ

ル
美
術
家
ヲ
岡
羅
集
会
シ
深
ク
謀
リ
博
ク
議
シ
以
テ
論
理
應
用
共
々
可
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
撰
欅
シ
而
後
衆
説
二
拠
バ
則
チ
所
謂
真
正
ノ
卓
論
自
ラ
現
出
シ
美
術
ノ
実

用
随
テ
搬
張
セ
ン
如
此
ニ
シ
テ
前
途
漸
ク
改
良
二
歩
ヲ
進
メ
ハ
敢
テ
大
過
ナ

カ
ル
ペ
キ
敷

但
シ
佛
伊
ノ
両
国
ハ
先
キ
ョ
リ
已
二
美
術
二
著
名
ナ
リ
以
テ
成
シ
得
ベ
ク

ソ
バ
則
チ
宜
ク
前
両
國
ョ
リ
名
家
ヲ
聘
シ
或
ハ
之
ヲ
顧
問
ト
ナ
シ
或
ハ
時
議
二

夕
何
ゾ
流
派
ヲ
論
ズ
ル
ニ
遺
ア
ラ
ン
ヤ
顧
ミ
レ
バ
古
今
吾
邦
ノ
文
物
皆
泰
西

而
シ
テ
泰
西
ノ
美
術
固
卜
已
二
灼
々
乎
ト
シ
テ
火
ヲ
見
ル
カ
如
キ
ハ

ヲ
法
ル

参
賛
セ
シ
ム
可
シ
是
レ
音
二
彼
我
美
術
比
較
上
ノ
益
ノ
ミ
ニ
止
マ
ラ
ズ
其
所

要
拗
カ
モ
亦
ク
必
ズ
鮮
少
二
非
ザ
ル
ペ
シ
方
今
美
術
教
育
方
針
ノ
如
キ
実
ニ

〔い
ず
く
ん
〕

軽
忽
二
付
ス
ベ
カ
ラ
ズ
悪
ゾ
一
人
ノ
私
見
二
放
任
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
又
唯
夕
宜

〔
ま
こ
と
〕

ク
公
聴
並
観
シ
群
議
以
テ
之
レ
カ
衷
ヲ
裁
セ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ

説
ヲ
ナ
ス
者
ア
リ
曰
ク
東
京
美
術
学
校
二
於
テ
ハ
皇
図
古
代
二
於
ケ
ル
美
術

大
家
ノ
遺
蹟
ヲ
探
リ
以
テ
美
術
ノ
再
輿
改
良
ヲ
計
ル
ベ
シ
ト
半
六
等
熟
々
按

ス
ル
ニ
美
術
ノ
喪
達
ハ
時
勢
之
然
ラ
シ
ム
ル
所
ニ
ッ
テ
又
名
流
大
家
ノ
輩
出
ス

ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ナ
リ
且
ッ
ヤ
皇
國
古
代
ノ
美
術
ハ
取
モ
直
サ
ズ
古
代
社
会
ノ

学
生
ス
ル
所
ナ
リ
。
而
ル
ヲ
今
人
ニ
シ
テ
古
人
ノ
精
神
思
想
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ

恐
ク
ハ
又
之
レ
ナ
カ
ル
ベ
シ
故
二
今
日
古
代
美
術
ノ
再
興
ヲ
謀
ル
ハ
何
ン
ゾ

木
二
縁
リ
魚
ヲ
求
ム
ル
ノ
旨
意
卜
同
一
轍
ニ
シ
テ
実
際
二
於
テ
成
シ
得
ベ
キ
モ

ノ
ニ
ア
ラ
ン
ャ
瑕
令
之
レ
カ
遺
蹟
ヲ
探
求
ス
ル
モ
偶
々
其
摸
擬
者
ヲ
得
ル
ア

ル
ノ
ミ
而
シ
テ
其
摸
擬
者
ク
ル
所
謂
真
ノ
摸
擬
者
二
過
キ
ズ
シ
テ
遣
蹟
ノ
古

〔
い
ず
く
ん
〕

実
ハ
決
シ
テ
探
求
シ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
如
此
ニ
シ
テ
悪
ゾ
美
術
ノ
改
良
登

達
ヲ
企
望
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
是
二
由
テ
之
ヲ
言
フ
今
日
ノ
実
況
タ
ル
未
ダ
美
術

ノ
改
良
ヲ
企
ツ
ヘ
キ
時
期
二
達
セ
ズ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
宜
ク
先
ッ
美
術
教
育
ノ

道
ヲ
設
ヶ
以
テ
其
進
歩
ノ
端
緒
ヲ
開
ク
ペ
キ
ノ
秋
ナ
リ
而
ル
ニ
美
術
中
彼
ノ

絵
画
ノ
如
キ
ハ
其
種
類
最
モ
多
ク
而
シ
テ
各
自
又
其
流
派
ヲ
異
二
七
リ
識
ラ

ズ
東
京
美
術
学
校
二
於
テ
ハ
果
シ
テ
何
派
ヲ
是
ト
シ
又
ハ
何
派
ヲ
非
ト
ス
ル
乎

想
フ
ニ
是
レ
実
二
今
人
ノ
凡
眼
ヲ
以
テ
判
定
シ
易
カ
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
是
故

ニ
凡
そ
我
邦
内
ノ
人
ニ
シ
テ
真
二
美
術
ノ
妙
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
則
チ
普
ク

駆
テ
之
ヲ
師
壇
二
登
シ
用
ヰ
テ
以
テ
子
弟
修
学
ノ
道
ヲ
開
ク
ベ
シ
今
ノ
時
復
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夫
レ
美
術
ノ
事
タ
ル
ヤ
人
類
精
神
上
自
然
ノ
現
象
ナ
リ
其
学
理
二
於
テ
ハ

頓
首
謹
言

文
部
大
臣
子
爵
森
有
證
閣
下

美
術
学
校
設
立
ノ
儀
二
付
建
言

小
官
仄
ヵ
ニ
承
ル
ニ
今
般
文
部
省
二
於
テ
美
術
学
校
ヲ
設
立
セ
ラ
レ
美
術
教

育
ノ

7
ヲ
計
ラ
レ
該
校
ノ
組
織
規
模
及
前
途
ノ
方
針
等
ノ
如
キ
ハ
挙
テ
是
ヲ
米

国
哲
学
者
フ
エ
ネ
ロ
サ
氏
二
委
嘱
セ
ラ
ル
ト
是
実
二
美
術
教
化
二
関
ス
ル
重

要
ノ
件
ナ
リ
謹
テ
鄭
見
ノ
ニ
三
ヲ
左
二
開
陳
ス

一
美
術
学
校
ノ
組
織
規
模
方
向
ハ
美
術
有
識
者
ノ
衆
説
二
依
テ
定
メ
ラ
レ
タ

ナ
リ

キ
ー

文
部
三
等
技
師

工
科
大
学
教
授

其
然
リ

ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ナ
シ
之
ヲ
泰
西
二
法
ラ
ザ
ル
ノ
理
由
ア
ラ
ソ
ヤ

テ
謂
フ
今
回
設
立
二
係
ル
東
京
美
術
学
校
二
於
テ
モ
亦
宜
ク
泰
西
諸
名
流
ノ

技
術
ヲ
採
揮
シ
本
邦
美
術
卜
並
用
シ
以
テ
後
進
子
弟
教
訓
ノ
資
二
補
七
ハ
他
日

必
ズ
卓
論
ノ
士
ヲ
得
テ
美
術
ノ
改
良
進
歩
ヲ
企
盪
ス
ル
敢
テ
難
ト
ナ
サ
、
ル
可

是
レ
半
六
等
ノ
確
信
シ
テ
疑
ハ
サ
ル
所
ニ
シ
テ
又
夙
二
熱
望
二
堪
ヘ
サ
ル
所

敢
テ
請
フ

以
上
僣
越
不
遜
ヲ
顧
ミ
ズ
妄
二
蕪
辞
ヲ
吐
露
ス

以
テ
取
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
速
二
採
納
ノ
栄
ヲ
賜
ハ
ラ
ソ

7
ヲ

辰
野
金
吾

山
口
半
六

閣
下

苛
モ

誠
恐
誠
憚

シ／

因

半
六
等
ノ
贅
言
ヲ
要
セ
ザ
ル
ベ
シ

い
ず
く
ん
〕

奈
何
ゾ
美
術
二
限
リ
吾
邦
固
有

〔
マ
マ

〕

希
服
国
ノ
プ
レ
ー
ト
ラ
以
来
哲
学
者
ニ
シ
テ
美
術
ヲ
論
究
ス
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ

エ
ス
ー
エ

〔
テ
〕
チ

ッ
ク

ズ
ト
雖
圧
今
日
二
至
ル
マ
デ
審
美
学
ノ
理
論
ハ
其
他
ノ
学
術
ノ
如
ク
理
論

ノ
分
析
其
全
部
二
渉
ラ
ズ
故
二
理
二
援
リ
穂
テ
ノ
現
象
ヲ
辮
明
ス
ル
ヲ
得

ズ
又
甲
ノ
学
者
ノ
論
ズ
ル
ト
コ
ロ
ト
乙
ノ
学
者
ノ
述
プ
ル
ト
コ
ロ
学
理
上
常

ニ
符
合
ス
ル
ノ
程
度
二
至
ラ
ズ
現
今
ニ
テ
ハ
美
術
ノ

ー

ハ
唯
精
神
上
ノ
感
覚

ト
実
験
的
ノ
視
覚
ト
ニ
拠
リ
成
立
ツ
モ
ノ
ナ
リ
依
是
見
之
美
術
学
校
ノ
組
織

方
向
之
如
キ
ハ
可
及
的
美
術
ノ
感
覚
二
敏
ニ
シ
テ
視
覚
ノ
実
験
二
富
ミ
タ
ル
人

ヲ
皇
国
中
普
ク
索
メ
加
フ
ル
ニ
美
術
ヲ
以
テ
著
名
ナ
ル
佛
国
或
ハ
伊
国
ョ
リ

一

人
若
ク
ハ
数
人
ノ
美
術
家
ヲ
聘
シ
以
テ
創
立
委
員
会
ヲ
組
織
シ
其
決
議
二
依
リ

テ
定
メ
ラ
レ
着
手
ノ
後
卜
雖
圧
同
校
ノ
改
良
進
歩
前
途
ノ
方
向
等
二
備
ル

1
ハ

穂
テ
該
創
立
委
員
ノ
中
ョ
リ
特
撰
セ
ラ
レ
タ
ル
評
議
員
ノ
決
議
二
依
リ
テ
計
ラ

レ
ン

1
ヲ
希
望
ス
（
今
直
二
佛
伊
国
ョ
リ
美
術
家
ヲ
聘
ス
ル
ハ
事
情
為
シ
難
キ

場
合
二
於
テ
ハ
本
邦
ノ
有
識
者
ノ
ミ
ニ
テ
創
立
委
員
ヲ
組
織
ス
ル
モ
亦
可
ナ

リ
）
唯
一
人
ノ
哲
学
者
ノ
意
見
二
専
任
セ
ラ
ル
、
如
キ
ハ
小
官
ノ
郵
見
ヲ
以
テ

ス
レ
バ
其
策
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ

信
ゼ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
リ

一
日
本
固
有
美
術
ノ
改
良
ハ
現
今
成
シ
得
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル

ー

説
ヲ
ナ
ス
者
ア
リ
曰
ク
美
術
学
校
二
於
テ
ハ
皇
国
古
代
美
術
大
家
ノ
遺
蹟

ヲ
探
求
シ
其
再
興
ヲ
企
図
シ
其
改
良
ヲ
計
ル
ペ
シ
ト
小
官
熟
々
考
フ
ル
ニ
美

術
ノ
稜
達
ハ
時
勢
二
然
ラ
シ
ム
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
皇
国
古
代
ノ
美
術
ハ
其
時
ノ

社
会
ノ
生
ム
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ

今

ノ
人
ニ
シ
テ
当
時
ノ
人
ノ
精
神
思
想
ヲ
有
ス

ル
モ
ノ
ハ
恐
ク
ハ
無
カ
ラ
ソ
故
二
今
古
代
美
術
ノ
再
興
ヲ
謀
ル
ハ
木
二
依
テ

魚
ヲ
求
ム
ル
ト
同
一
轍
ニ
シ
テ
実
際
上
成
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
今
若
シ

其
遺
蹟
之
模
擬
者
ヲ
得
ル
モ
模
擬
者
ハ
実
二
模
擬
者
二
過
キ
サ
ル
ベ
シ
之
ニ

拠
リ
テ
其
改
良
ヲ
謀
ル
ト
云
フ
其
目
的
ヲ
達
セ
ザ
ル
ハ
員
二
見
易
キ
ノ
数
ナ
リ

非
常
ノ
大
家
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
何
ゾ
古
代
大
家
ノ
技
術
ヲ
凌
駕
シ
得
ペ
ケ
ン
ヤ
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現
今
美
術
学
校
創
業
之
際
直
二
数
多
キ
美
術
ノ
各
種
類
ヲ
継
テ
採
用
七
ラ
ル

、
7
ハ
到
底
望
ム
ペ
ク
モ
行
フ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
皆
同
時
二
着
手
セ
ラ
ル
、

ヲ
要
セ
ズ
美
術
ノ
各
種
類
圧
本
邦
ノ
現
況
二
捩
リ
宜
ク
其
軽
重
緩
急
ヲ
酎
酌

シ
先
ッ
最
急
務
ナ
ル
種
類
ョ
リ
漸
次
採
用
シ
以
テ
披
張
セ
ラ
ル
、
ヲ
善
シ
ト

一
油
齋
ノ

7

テ
明
ナ
リ

如
何
二
哲
学
者
ア
リ
テ
指
揮
教
訓
ヲ
加
フ
ル
ト
モ
前
陳
ノ
如
キ
改
良
進
歩
ハ

到
底
望
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ

一
美
術
学
校
二
於
テ
ハ
東
洋
ノ
美
術
泰
西
ノ
美
術
共
二
其
流
派
等
ヲ
論
ゼ
ズ

可
及
的
広
ク
採
用
セ
ラ
レ
タ
キ
ー

前
二
陳
述
ス
ル
如
キ
有
様
ナ
レ
バ
今
日
ハ
未
ダ
美
術
ノ
改
良
ヲ
企
ツ
ベ
キ
ノ

時
期
二
達
セ
ズ
故
二
宜
ク
美
術
教
育
ノ
道
ヲ
設
ヶ
其
進
歩
ノ
端
緒
ヲ
開
ク
ベ

シ
現
今
美
術
中
箱
画
ノ
如
キ
ハ
其
種
類
尤
多
ク
各
自
二
流
派
ヲ
ナ
ス
今
美

術
学
校
二
於
テ
ハ

何
レ
ヲ
以
テ
是
ト
シ
何
レ
ヲ
以
非
ト
シ
何
派
ヲ
採
テ
何
派
ヲ

捨
ッ
可
キ
カ
今
人
ノ
凡
眼
ヲ
以
テ
容
易
二
判
断
シ
得
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
故
二
其

妙
ヲ
得
タ
ル
者
ア
レ
バ
是
ヲ
登
用
シ
以
テ
師
ト
ナ
シ
其
流
派
ヲ
論
セ
ズ
子
弟
ヲ

シ
テ
研
究
セ
シ
ム
可
シ
依
テ
現
今
其
人
ア
ル
ノ
各
流
派
ハ
穂
テ
採
用
シ
共
ニ

並
ベ
テ
教
授
ノ
道
ヲ
開
カ
レ
ン

7
ヲ
希
望
ス
又
当
今
我
邦
二
於
テ
ハ
父
祖
皆

泰
西
二
法
ル
泰
西
二
於
テ
美
術
ノ
赫
々
タ
ル
敢
テ
小
官
ノ
贅
言
ヲ
待
タ
ズ
シ

今
何
ゾ
美
術
二
限
リ
我
国
ノ
固
有
ノ
モ
ノ

、
ミ
ニ
シ
テ
足
レ
リ
ト

シ
泰
西
ヲ
採
ラ
ザ
ル
ノ
理
ァ
ラ
ン
ヤ
今
回
設
立
ノ
美
術
学
校
二
於
テ
ハ
泰
西

各
派
各
流
ノ
美
術
ヲ
採
用
教
授
ア
ラ
レ
ソ

7
小
官
懇
望
二
堪
ヘ
ズ
如
此
各
流

〔
孜
ヵ

〕

派
共
二
抒
々
ト
シ
テ
子
弟
ヲ
教
訓
ス
ル

7
時
ア
ル
ニ
及
ハ
、
自
然
ノ
便
磨
ニ
ョ

リ
後
日
抜
群
卓
見
ノ
士
ヲ
得
始
テ
美
術
ノ
改
良
進
歩
ヲ
計
リ
得
ベ
キ

7
ハ
小
官

ノ
固
ク
信
ズ
ル
所
ナ
リ

明
治
廿
年
十
二
月

文
部
―
―
一
等
技
師
山
口
半
六

〔
右
の
二
篇
は
小
山
正
太
郎
関
係
資
料
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
小
山
潤

氏
の
御
厚
意
に
よ
り
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。
と
も
に
同
種
の
罫
紙
に
毛
筆
で
清

書
（
所
々
に
朱
で
訂
正
が
入
れ
て
あ
る
。）
さ
れ
て
お
り
、
二
篇
が
こ
よ
り
で
と
じ

て
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
覚
三
ら
が
独
自
の
美
術
学
校

構
想
に
基
づ
い
て
設
立
準
備
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
欧

化
派
が
反
撃
に
出
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
後
出
の
新
聞
記

事
と
照
ら
し
合
せ
て
み
る
と
、
こ
の
文
書
と
近
い
内
容
の
建
議
書
が
森
有
礼

に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
山
口
半
六
(
-
八
五
八
ー
一
九

0
0
)
は
フ
ラ
ソ
ス
で
土
木
、
建
築

を
学
び
、
帰
国
後
明
治
十
八
＼
二
十
四
年
の
間
、
文
部
技
師
を
つ
と
め
、
理

ハ
幸
甚

リ ス
以
上
ノ
敷
言
僣
越
ヲ
省
ミ
ズ
之
ヲ
開
陳
ス

閣
下
若
シ
採
納
ノ
栄
ヲ
賜
ハ
ラ

美
術
中
範
園
最
モ
大
ナ
ル
ハ
箱
画
ナ
リ
綸
画
ノ
各
種
類
中
最
モ
優
リ
最

モ
美
ナ
ル
成
蹟
ア
ル
ハ
油
画
ナ
リ
故
二
油
画
ノ
教
授
研
究
法
ヲ
第
一
着
二
美

術
学
校
中
に
置
カ
レ
ン

7
ヲ
希
望
ス
本
邦
ノ
画
法
ニ
ハ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
甚
多

ク
優
ニ
シ
テ
美
ナ
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ズ
ト
雖
圧
目
下
政
府
ノ
保
護
奨
励
ヲ
仰
ザ

ル
モ
自
立
維
持
難
キ
ニ
ア
ラ
ズ
美
術
学
校
二
於
テ
油
画
教
授
法
梢
整
フ
ノ
後

本
邦
ノ
画
術
教
授
法
二
及
ボ
ス
モ
亦
遅
シ
ト
セ
ズ
油
画
法
ノ
美
術
上
重
大
ノ

問
題
ナ
ル

7
前
二
陳
ブ
ル
ガ
如
シ
ト
雖
圧
今
我
国
二
其
妙
ヲ
得
タ
ル
人
ナ
シ

故
二
此
美
術
学
校
二
於
テ
油
画
法
教
授
研
究
ノ
道
ヲ
開
ク
ハ
今
日
我
国
ノ
美
術

進
歩
上
一
日
モ
忽
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
小
官
固
ク
信
ジ
又
懇
望
二
堪
ヘ
ザ
ル
所
ナ
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い
へ
り

（
同
年
同
月
十
九
日
同
紙
）

科
大
学
や
第
一
高
等
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
校
建
築
を
設
計
し

た
。
明
治
二
十
二
年
に
小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
ら
が
明
治
美
術
会
を
結
成
す

る
や
賛
助
会
員
と
な
り
、
幹
事
も
っ
と
め
て
こ
れ
を
応
援
し
た
。

一
方
、
辰

野
金
吾
(
-
八
五
四
ー
一
九
一
九
）
は
エ
部
大
学
校
造
家
学
科
第
一
回
生
。
イ
キ

リ
ス
留
学
か
ら
帰
り
、
上
記
造
家
学
科
、
次
い
で
工
科
大
学
の
教
授
と
な
っ

た
。
コ
ソ
ド
ル
と
と
も
に
日
本
の
建
築
学
の
開
拓
者
と
い
わ
れ
、
日
本
銀
行

本
店
そ
の
他
の
設
計
に
従
事
し
て
い
る
。
彼
も
明
治
美
術
会
結
成
と
と
も
に

入
会
し
、
ま
た
幹
事
と
な
り
、
明
治
二
十
七
年
頃
同
会
教
場
が
明
治
美
術
学

校
と
な
っ
た
と
き
校
長
に
選
ば
れ
た
。
〕

◎
會
議
初
め
文
部
省
に
て
は
一
昨
日
午
後
辻
文
郡
次
官
を
始
め
各
局
長
参
事

官
等
集
會
し
て
會
議
を
開
き
た
る
由
な
る
が
是
は
美
術
學
校
設
置
の
位
地
に
開

す
る
協
議
な
る
べ
し
と
云
へ
り

（
明
治
二
十
一
年
一
月
九
日
『
時
事
新
報
』）

◎
美
術
學
校
東
京
美
術
學
校
の
位
地
に
付
て
は
文
部
省
に
て
種
々
協
議
中
の

趣
な
り
し
が
今
度
高
等
女
學
校
を
帝
國
大
學
構
内
に
新
築
し
て
不
日
落
成
の
上

は
直
ち
に
移
轄
の
都
合
な
れ
ば
従
来
の
同
女
學
校
を
以
て
美
術
學
校
に
充
て
追

〔
跡
〕

〔

音
楽
取
調
掛
〕

て
上
野
公
園
地
内
四
軒
寺
町
同
省
用
地
即
ち
＿音
楽
所
の
隣
に
新
築
の
筈
な
り
と

◎
建
議
案
會
議
木
挽
町
の
貿
易
協
會
に
て
は
来
る
二
十
六
七
の
雨
日
を
期
し

其
筋
へ
建
議
の
為
め
役
員
會
議
を
開
く
筈
な
り
と
い
ふ

●
日
本
風
美
術
論
と
西
洋
風
美
術
論
の
争
ひ
本
邦
固
有
の
美
術
を
外
図
向
き

〔
一
昨
〕

の
雑
貨
類
に
應
用
す
る
こ
と
に
就
て
は
既
に
昨
年
の
三
月
東
京
貿
易
協
會
よ
り

其
筋
へ
建
議
す
る
所
あ
り
し
が
政
府
に
於
て
も
頗
る
此
の
貼
に
注
意
し
殊
に
文

部
省
雇
の
米
國
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
井
に
同
省
の
岡
倉
覺
一
＿
一
氏
を
欧
洲
へ
派
遣
し

て
美
術
學
校
の
事
と
此
の
應
用
の
事
と
を
併
せ
て
取
調
へ
し
め
雨
氏
は
既
に
此

の
取
調
を
了
へ
て
蹄
朝
し
美
術
學
校
も
追
々
設
立
の
運
ひ
に
至
り
し
か
近
来
或

あ
り

る
筋
に
於
て
ハ
「
給
聾
の
妙
は
人
物
鳥
獣
草
木
を
寸
分
違
ハ
す
有
の
儘
に
窯
し

出
す
に
在
り
左
れ
は
日
本
風
の
給
聾
よ
り
も
矢
張
り
｛
島
生
の
西
洋
油
畳
こ
そ

其
の
妙
を
極
め
た
る
な
れ
ハ
自
今
本
邦
の
給
風
を
改
め
て
西
洋
油
組
風
を
採
用

す
へ
し
」
と
の
説
梢
々
勢
力
を
得
た
る
由
な
る
か
又
た
他
の
一
方
に
於
て
は
大

に
此
説
に
反
射
し
て
「
原
束
本
邦
の
陶
器
、
磁
器
、
漆
器
其
他
の
雑
貨
類
か
厭

米
諸
國
に
用
ひ
ら
る
4

ハ
品
質
の
佳
き
か
為
め
に
あ
ら
す
叉
た
能
＜
宜
用
に
適

ふ
か
為
め
に
あ
ら
す
唯
た
之
れ
に
應
用
せ
る
日
本
固
有
の
紺
摸
様
が
外
図
人
の

好
尚
に
適
す
る
の
一
貼
に
あ
る
の
み
今
ま
若
し
我
か
雑
貨
に
西
洋
風
の
霊
摸

〔
マ
マ

〕

様
を
着
け
て
試
に
之
を
外
図
の
市
場
に
持
ち
行
き
見
に
決
し
て
買
手
な
か
る
ヘ

し

其
の
適
例
は
明
治
十
五
年
頃
よ
り
ハ
何
品
に
も
必
す
西
洋
の
綸
具
を
以
て

西
洋
風
の
畳
摸
様
を
着
け
て
輸
出
せ
し
に
是
は
西
洋
を
員
似
た
る
品
に
て
日
本

お
よ

固
有
の
風
致
を
失
へ
る
も
の
な
り
と
て
忽
ち
撰
斥
さ
れ
漸
く
十
八
年
に
追
ん
て

始
め
て
営
業
者
目
を
醒
ま
し
外
國
人
の
質
用
に
適
ふ
品
に
我
か
霊
摸
様
を
着
く

さ
ば

れ
ハ
必
ず
捌
け
方
宜
し
か
る
へ
し
と
心
附
き
西
洋
風
の
霊
模
様
を
着
る
こ
と
の

然
る
に
今
や
本
邦
美
術
の
根
源
と
な
る

得
策
に
あ
ら
さ
る
を
知
る
に
至
れ
り

あ
た

へ
き
美
術
學
校
を
設
立
す
る
に
際
り
萬
一
油
聾
説
勝
を
制
す
る
か
如
き
こ
と
あ

（
同
年
同
月
二
十
四
日
同
紙
）
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ら
ハ
後
来
我
か
雑
貨
類
ハ
外
國
の
市
場
よ
り
撰
斥
さ
れ
貿
易
上
に
非
常
の
影
響

を
典
ふ
へ
し
」
と
の
説
を
主
張
し
目
下
其
筋
に
て
一
の
問
題
と
な
り
居
れ
る
が

此
事
に
就
き
貿
易
協
會
に
於
て
は
来
る
二
十
七
日
幹
事
會
を
開
き
政
府
に
於
て

美
術
上
の
事
に
一
定
の
主
義
を
定
め
置
か
れ
ん
こ
と
を
望
む
へ
し
と
の
動
議
に

付
き
相
談
を
為
す
由
な
り

（同
年
同
月
二
十
五
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』）

◎
貿
易
協
會
の
建
議
此
程
の
時
事
新
報
紙
上
に
木
挽
町
の
同
協
會
に
て
は
今

明
雨
日
役
員
會
議
を
開
き
其
筋
へ
の
建
議
案
を
議
す
る
よ
志
掲
げ
し
が
今
聞
く

所
に
披
れ
ば
右
の
建
議
は
美
術
學
校
設
立
に
開
す
る
者
に
し
て
同
協
會
の
役
員

〔一

昨
〕

諸
氏
は
既
に
昨
春
の
頃
も
美
術
學
校
設
立
の
儀
に
付
て
其
筋
へ
建
議
せ
し
事
あ

り
し
に
幸
に
し
て
其
筋
に
て
も
多
く
の
賛
成
者
あ
り
て
遂
に
美
術
學
校
設
立
の

事
は
其
目
的
を
逹
志
文
部
省
に
て
ハ
一
昨
年
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
岡
倉
氏
等
を
し
て

欧
米
美
術
學
校
の
組
織
よ
里
欧
米
後
来
に
於
け
る
美
術
の
傾
向
趨
勢
等
迄
委
細

に
調
査
せ
し
め
昨
冬
蹄
朝
の
後
は
愈
々
完
全
な
る
美
術
學
校
を
設
立
せ
ん
と
昨

今
彼
是
評
議
中
な
れ
ど
も
兎
角
種
々
の
説
あ
り
て
或
ハ
同
校
は
純
然
其
土
豪
を

ぁ
ぷ
ら
え

西
洋
油
霊
に
為
さ
ん
と
の
説
も
流
行
し
居
る
由
然
る
に
同
協
會
の
諸
氏
は
斯

も
と

く
て
は
先
年
建
議
の
趣
意
に
戻
る
の
ミ
な
ら
ず
大
に
我
図
後
末
貿
易
上
の
利
害

に
閥
す
る
事
な
れ
ば
是
非
と
も
別
に
エ
風
を
為
さ
ゞ
る
可
ら
ず
と
て
遂
に
再
び

建
議
す
る
事
に
決
せ
し
由
な
る
が
其
大
意
は
元
来
西
洋
の
油
霊
な
る
者
は
出
来

る
丈
け
物
の
員
を
窪
し
其
員
に
迫
る
を
以
て
尊
び
之
に
反
し
て
我
國
の
霊
ハ
必

ず
し
も
其
物
の
員
に
迫
る
を
要
せ
ず
充
分
に
意
匠
を
運
ら
し
其
意
匠
の
巧
妙
な

る
を
喜
ぶ
の
風
あ
る
よ
り
自
然
其
聾
に
一
種
の
氣
韻
を
生
し
人
を
し
て
展
覧
の

際
云
ふ
可
ら
さ
る
の
妙
を
惑
せ
志
む
る
事
に
て
是
れ
ハ
西
人
の
模
せ
ん
と
欲
し

て
模
す
る
能
ハ
す
獨
り
日
本
人
が
専
有
す
る
所
の
技
藝
な
り
今
日
欧
米
人
が

日
本
の
陶
器
其
他
の
物
品
を
買
ふ
者
多
ぎ
は
全
く
日
本
聾
の
意
匠
の
一
種
な
る

を
喜
ん
て
買
ふ
者
に
て
日
本
美
術
の
盤
巻
は
今
後
盆
欧
米
に
盛
な
る
を
致
し
従

て
我
貿
易
の
繁
昌
も
期
す
へ
き
者
あ
る
に
今
若
し
美
術
學
校
を
設
立
し
て
其
土

遥
を
西
洋
油
盟
の
組
織
に
為
す
あ
ら
は
我
國
将
束
貿
易
の
盛
衰
に
開
す
る
質
に

少
小
な
ら
ざ
れ
は
須
ら
く
日
本
在
束
の
霊
を
土
豪
と
し
て
盆
々
其
改
一
艮
進
歩
を

園
り
以
て
将
来
貿
易
の
繁
昌
を
岡
る
べ
し
云
々
の
趣
意
な
り
と
云
ふ

（同
年
同
月
二
十
六
日
『
時
事
新
報
』）

◎
東
西
美
術
論
先
ご
ろ
政
府
ハ
米
人
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
文
學
士
岡
倉
覺
一
―
―
氏
を

し
て
歌
米
各
國
の
美
術
取
調
べ
の
為
め
洋
行
せ
さ
せ
ら
れ
其
復
命
の
結
果
に
よ

り
て
日
本
固
有
の
縮
聾
の
地
位
を
高
く
し
天
睛
我
邦
ハ
我
邦
の
エ
技
を
改
艮
保

存
し
て
美
術
を
各
國
と
争
ふ
べ
し
と
い
と
頼
母
し
く
思
ひ
居
た
る
に
此
反
封
論

の
油
紺
信
仰
説
頻
り
に
上
流
社
會
に
行
は
れ
伊
太
利
亜
公
使
も
其
説
を
或
筋
ヘ

申
出
ら
れ
た
り
と
か
又
西
洋
風
の
建
第
な
ど
為
す
者
ハ
自
然
油
綸
鴬
と
な
る

よ
り
貿
易
協
會
な
ど
に
て
も
其
執
れ
に
従
ふ
べ
き
や
に
困
じ
て
其
筋
へ
東
西
執

れ
に
か
標
準
を
定
め
ら
れ
た
し
と
請
願
す
る
筈
な
り
と
い
ふ
が
諸
美
術
の
母
た

る
綸
霊
の
標
準
が
内
の
好
み
に
よ
り
て
確
定
せ
ら
れ
ず
し
て
外
の
好
み
に
よ
り

て
定
め
ら
る
4

の
傾
き
あ
り
と
ハ
歎
か
は
し
き
事
な
り

（
同
年
同
月
二
十
八
日
『
読
売
新
聞
』）

◎
貿
易
協
會
の
臨
時
會
貿
易
協
會
に
て
ハ
昨
日
午
後
四
時
よ
り
臨
時
會
を
開

き
美
術
上
籍
盟
の
主
義
を
東
西
執
れ
に
か
確
定
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
政
府
に
建
議

す
る
事
及
び
商
品
標
本
陳
列
所
の
件
に
付
協
議
さ
れ
た
り
委
細
ハ
聞
き
得
て
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次
琥
に
記
す
べ
し

仲

公

（
同
年
同
月
二
十
九
日
『
読
売
新
聞
』
）

◎
日
本
の
美
術
今
度
美
術
學
校
を
設
立
す
る
に
付
て
は
世
間
種
々
の
言
を
な

す

者

あ

り

其

一
に
日
く
西
洋
の
油
甕
は
出
来
る
丈
物
の
員
を
窯
し
日
本
の
霊

ぐ
意
匠
の
巧
妙
な
る
を
尊
ぶ
故
に
我
國
の
聾
に
は
一
種
の
氣
韻
あ
り
て
其
妙

西
人
の
得
て
模
す
べ
き
所
に
非
ず
日
本
の
美
術
は
飽
迄
も
意
匠
的
た
る
べ
し

〔
ラ

か
〕

云
々
と
若
し
も
。
フ
ラ
ト
ソ
ウ
エ
ー
マ
ソ
ウ
ス
キ
ソ
の
美
術
學
一
冊
を
幡

き
た
る
者
な
ら
ん
に
は
（
霊
を
見
て
も
到
底
分
ら
す
）
決
し
て
此
等
の
言
を
な

さ
ざ
り
し
な
る
べ
し
嵯
乎
盲
人
蛇
に
怖
れ
す

傲
然
と
し
て
彼
と
我
と
を
到

照
し
却
て
日
本
聾
工
の
妙
を
稲
せ
ん
と
す
知
ら
す
日
本
の
陶
器
類
が
西
洋

に
販
賣
の
路
を
得
た
る
は
唯
其
霊
の

s
i
m
p
l
e

に
し
て
珍
ら
し
き
が
故
な
る
こ

と
を
之
を
以
て
員
に
美
術
的
の
意
匠
に
出
つ
る
と
な
す
自
惚
に
非
す
し
て

何
ぞ
や
頃
日
此
所
謂
意
匠
的
の
論
を
以
て
政
府
に
建
議
し
た
る
者
あ
り
と
聞

く
政
府
の
聰
明
な
る
決
し
て
採
用
せ
さ
る
べ
し
と
雖
も
婆
心
止
む
能
は
ず
一

言

を

呈

す

る

こ

と

頑

り

在

浅

草

（
同
年
同
月
三
日
『
時
事
新
報
』
寄
書
欄
）

◎
貿
易
協
會
の
建
議
貿
易
協
會
に
て
ハ
一
昨
日
の
例
會
に
於
て
美
術
上
の
義

に
つ
き
至
急
其
筋
へ
建
議
す
る
こ
と
に
決
し
た
る
由
今
其
建
議
の
由
来
を
聞

く
に
先
年
束
我
邦
の
美
術
品
に
し
て
歌
米
に
輪
出
さ
れ
欧
米
人
の
賞
讚
を
博
し

た
る
も
の
少
か
ら
ず
後
来
ま
す
／
＼
歌
米
人
の
賞
愛
を
束
し
之
れ
が
輸
出
も

追
々
増
加
せ
ん
と
す
る
の
勢
な
る
も
是
ま
で
輪
出
さ
れ
た
る
も
の
ハ
重
も
に
華

族
祖
家
の
秘
蔵
品
た
る
古
器
物
に
止
ま
る
を
以
て
邦
人
或
ハ
欧
米
人
が
之
れ
を

賞
愛
す
る
の
員
意
を
悟
り
得
ず
し
て
唯
に
古
器
物
な
る
が
故
に
賞
愛
さ
る
る
も

の
4
如
く
思
ひ
倣
し
欧
米
に
輸
出
し
て
賞
愛
を
受
く
べ
き
も
の
ハ
獨
り
古
器
物

た
る
骨
董
の
類
に
限
る
も
の
と
思
惟
す
る
者
あ
れ
ど
も
是
れ
ハ
甚
だ
見
所
を
誤

り
た
る
も
の
に
て
欧
米
人
の
我
が
美
術
品
を
賞
愛
す
る
も
の
ハ
決
し
て
其
の
古

器
物
た
る
の
故
を
以
て
賞
愛
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
全
く
之
れ
に
施
し
た
る
箱
蓋

め

彫
刻
の
一
種
特
別
な
る
風
致
あ
る
を
愛
づ
る
に
因
る
も
の
な
り
欧
米
人
に
し

て
此
特
殊
の
風
致
を
賞
愛
す
る
も
の
と
せ
バ
其
れ
を
し
て
ま
す
／
＼
｀
我
が
美
術

を
賞
愛
せ
し
む
る
の
方
法
を
講
ず
る
ハ
最
も
今
日
の
急
務
に
し
て
臥
米
人
の
日

常
使
用
す
る
所
の
什
器
飾
付
品
等
に
我
が
箱
聾
彫
刻
を
施
し
て
之
れ
を
輸
出
せ

か
ど

バ
更
に
幾
層
の
賞
愛
を
博
し
後
来
一
廉
の
貿
易
品
と
な
る
や
疑
ひ
を
容
れ
ず
と

て
一
昨
十
九
年
の
三
月
貿
易
協
會
よ
り
此
俄
を
其
筋
に
建
議
し
政
府
に
於
て
特

に
一
省
若
く
ハ
一
局
を
設
け
行
政
上
よ
り
十
分
に
我
が
固
有
の
美
術
を
保
護
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
請
ひ
し
に
其
筋
に
於
て
も
我
が
美
術
を
歌
米
人
の
使
用
す
る
器

さ
き

具
に
應
用
す
る
の
主
意
を
嘉
納
せ
ら
れ
喬
に
御
雇
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
並
に
岡
倉
文

學
士
を
歌
米
に
振
遣
し
て
取
調
べ
ら
る
4
事
と
な
り
其
の
出
稜
の
期
に
臨
み
て

一
の
美
術
學
校
を
設
立
さ
る
4
事
に
定
ま
り
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
岡
倉
の
雨
氏
ハ
其
取

調
を
終
へ
て
先
頃
蹄
朝
さ
れ
美
術
學
校
も
い
よ
／
＼
設
立
な
り
し
に
近
束
其
筋

に
於
て
美
術
上
の
議
論
二
派
に
分
れ
一
ハ
則
ち
前
記
の
如
く
日
本
固
有
の
美
術

を
ま
す
／
＼
焚
揚
せ
し
む
べ
し
と
云
ふ
に
あ
り
て
他
ハ
全
く
之
れ
と
異
な
り
歌

米
の
美
術
を
摸
擬
し
て
給
甕
に
彫
刻
に
皆
な
員
物
を
直
窯
す
る
の
方
針
を
取
る

べ
し
と
云
ふ
に
あ
り
去
れ
ど
前
に
も
述
ぶ
る
如
く
歌
米
人
の
我
が
美
術
を
賞

愛
す
る
も
の
ハ
一
に
我
が
鎗
聾
彫
刻
の
一
種
特
殊
の
風
韻
あ
る
に
由
る
も
の
な

れ
バ
若
し
我
が
固
有
の
美
術
を
棄
て
4
歌
米
の
美
術
を
摸
擬
す
る
が
如
ぎ
こ
と

あ
ら
バ
以
前
の
賞
愛
に
引
換
へ
忽
ち
臥
米
人
の
冷
評
を
受
く
る
ハ
必
然
に
し
て
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其
結
果
た
る
大
に
我
が
貿
易
の
衰
類
を
来
す
べ
し
現
に
形
の
み
を
欧
米
品
に

擬
し
て
製
造
し
た
る
器
具
の
如
き
欧
米
人
ハ
其
擬
造
を
冷
笑
し
て
更
に
賞
愛
す

る
の
意
な
く
大
に
失
敗
を
招
け
る
に
あ
ら
ず
や
然
る
に
此
上
其
彫
刻
紺
聾
ま

で
を
も
彼
れ
に
摸
擬
す
る
と
き
ハ
其
結
果
果
し
て
如
何
ん
敢
て
識
者
を
待
て

後
に
知
ら
ざ
る
な
り
故
に
我
が
美
術
ハ
飽
く
ま
で
も
我
が
固
有
の
も
の
を
焚

逹
せ
し
め
擦
張
す
る
の
方
針
を
取
る
こ
と
最
も
必
要
な
り
と
て
今
度
の
建
議
ハ

前
年
の
建
議
の
趣
意
を
何
慮
ま
で
も
採
納
せ
ら
れ
断
然
此
方
針
を
取
ら
れ
た
し

と
い
ふ
に
あ
る
由
其
披
張
の
方
法
の
如
き
ハ
今
日
と
て
も
隧
分
綸
饗
彫
刻
の

名
人
に
乏
し
か
ら
ず
且
つ
古
人
の
法
と
る
べ
き
も
の
少
な
し
と
せ
ざ
れ
バ
此
等

を
手
本
と
し
て
授
く
る
と
き
ハ
甚
だ
難
き
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
叉
た
商
品
陳
列

所
の
件
ハ
次
會
に
議
す
る
こ
と
に
な
り
一
昨
日
ハ
之
れ
に
議
及
さ
れ
ざ
り
し
由

（
同
年
同
月
同
日
『
読
売
新
聞
』
）

◎
美
術
學
校
に
開
す
る
説
此
程
の
紙
上
に
貿
易
協
會
よ
里
美
術
學
校
の
事
に

付
其
筋
へ
建
議
す
る
由
を
記
せ
し
が
尚
ほ
聞
く
所
に
依
れ
ば
今
度
同
校
を
起
す

に
付
て
既
に
其
主
任
の
人
々
ハ
是
非
同
校
は
純
然
た
る
日
本
美
術
を
研
究
せ
し

む
る
様
に
為
す
べ
し
と
て
略
ぽ
其
意
見
を
確
定
し
過
日
愈
々
其
筋
の
評
談
に
掛

く
る
場
合
と
な
り
し
に
妓
に
反
到
者
現
れ
元
来
美
術
な
る
者
ハ
其
聾
の
能
＜
員

に
迫
る
こ
そ
美
術
な
り
左
る
を
日
本
の
聾
の
如
く
唯
だ
意
匠
々
々
と
の
み
云

も
と

ふ
て
其
員
を
失
ふ
が
如
き
は
所
謂
美
術
の
義
に
逆
る
者
な
り
然
る
に
斯
る
不

規
則
な
る
日
本
霊
を
以
て
我
國
美
術
の
基
礎
と
為
す
が
如
き
は
以
て
の
外
の
事

な
り
日
本
聾
ハ
断
然
之
を
棄
て
4

専
ら
油
聾
を
採
用
す
べ
し
と
の
議
論
起
り

爾
来
雙
方
の
議
論
撞
突
し
て
昨
今
評
議
中
な
れ
ば
貿
易
協
會
に
て
も
其
未
だ
何

れ
と
も
定
ら
ざ
る
に
及
ん
で
早
く
其
利
害
の
商
業
に
及
す
所
以
を
建
議
す
べ
し

と
て
遂
に
建
議
せ
し
趣
な
る
が
要
す
る
に
雙
方
の
議
論
共
に
皆
な
其
極
端
に
馳

せ
或
ハ
純
然
油
聾
に
す
べ
し
と
云
ひ
或
ハ
純
然
日
本
甕
に
す
べ
し
と
云
ふ
事
な

れ
ど
も
抑
油
聾
の
物
を
寓
し
て
員
に
迫
る
は
美
術
上
如
何
に
も
貴
ぶ
べ
ぎ
所
に

し
て
日
本
賓
の
意
匠
に
富
ん
で
風
韻
雅
致
の
多
き
も
之
れ
亦
た
美
術
上
棄
つ
可

か
ら
ず
然
れ
と
も
員
を
窯
す
に
巧
な
る
者
其
弊
意
匠
に
乏
し
く
意
匠
に
妙
な

る
者
窯
生
を
欠
く
の
憂
へ
あ
り

今
日
本
聾
の
油
霊
に
於
け
る
相
互
に
長
短
得

失
あ
り
て
決
し
て
其
一
を
偏
取
す
べ
か
ら
ず
去
れ
ば
専
ら
油
聾
に
す
る
と
か

或
ハ
日
本
聾
に
す
る
と
云
ふ
事
は
甚
だ
面
白
か
ら
ず
寧
ろ
美
術
學
校
を
立
る

と
な
ら
ば
最
初
三
四
年
の
間
ハ
油
霊
を
學
バ
し
め
て
然
る
後
ち
日
本
聾
を
學
ぶ

の
組
織
に
為
さ
ば
尤
も
妙
な
る
べ
し
斯
く
せ
ば
先
づ
質
物
窯
生
の
技
に
通
し

た
る
其
上
に
充
分
其
意
匠
に
意
を
用
ふ
る
事
ゆ
え
奔
放
乱
雑
の
弊
に
陥
ら
ず
し

て
巧
に
意
匠
を
運
ら
す
を
得
べ
し
醤
へ
ば
猶
ほ
楷
書
を
學
び
し
後
に
草
書
を

學
べ
ば
其
手
跡
の
立
派
な
る
が
如
し
且
つ
や
専
ら
日
本
書
を
基
礎
に
す
べ
し

と
云
ふ
説
は
日
本
の
陶
器
が
西
洋
に
輸
出
し
て
泰
西
人
の
賞
玩
す
る
所
と
な
り

し
事
も
重
な
る
源
因
な
れ
ど
も
或
る
佛
蘭
西
邊
の
美
術
の
大
家
中
に
は
隧
分
日

本
の
美
術
を
歯
牙
に
掛
ぬ
位
に
云
ふ
者
さ
へ
あ
る
事
に
て
西
人
の
一
般
が
日
本

箱
聾
の
意
匠
を
喜
ぶ
繹
に
も
あ
ら
ず
加
之
或
は
彼
等
は
一
時
の
珍
ら
し
さ
に

之
を
購
ふ
の
氣
味
あ
り
然
ら
ば
今
日
我
國
美
術
學
校
を
立
る
に
際
し
て
は
唯

だ
一
時
の
商
賣
に
惑
ふ
て
本
来
容
易
に
断
定
し
難
き
東
西
美
術
の
間
に
彼
是
の

優
劣
を
定
め
以
て
員
成
な
る
美
術
の
痰
逹
を
害
す
る
が
如
き
あ
ら
ば
誠
に
軽
卒

の
畢
動
と
云
は
ざ
る
へ
か
ら
ず
兎
に
角
今
日
我
國
に
美
術
學
校
を
立
る
に
付

て
は
軽
卒
に
事
を
定
む
可
か
ら
ず
と
此
道
に
熱
心
な
る
人
ハ
物
語
れ
り

（
同
年
同
月
四
日
『
時
事
新
報
』
）
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夫
の
専
ら
西
洋
の
美
術
を
採
用
せ
ん
と
す
る
論
派
に
到
し
て
ハ
前
日
束
本
紙
上

已
に
論
じ
て
筆
鋒
為
め
に
禿
せ
る
こ
と
な
れ
バ
之
れ
を
止
め
て
故
に
ハ
即
ち
某

新
聞
に
記
せ
る
新
奇
説
の
み
に
付
て
ニ
――口
せ
ん
と
欲
す
其
説
に
日
く
「
前
客

美
術
學
校
を
立
つ
る
と
な
ら
バ
最
初
三
四
年
の
間
ハ
油
聾
を
學
ば
し
め
て
然

る
後
日
本
霊
を
學
ぶ
の
組
織
に
な
さ
バ
尤
も
妙
な
る
べ
し
斯
く
せ
バ
先
づ
宜

し
か
／
＼

物
窯
生
の
技
に
通
じ
た
る
其
上
に
充
分
意
匠
に
意
を
用
ふ
る
こ
と
故
云
々
醤

バ
楷
書
を
學
び
た
る
後
に
草
書
を
學
ベ
バ
其
手
跡
の
立
派
な
る
が
如
し
云
々

あ
る
佛
ら
ん
す
邊
の
美
術
の
大
家
中
に
ハ
随
分
日
本
の
美
術
を
歯
牙
に
掛
け
ぬ

位
に
云
ふ
も
の
さ
へ
あ
る
こ
と
に
て
云
々
」
と
云
へ
り
居
士
ハ
此
立
派
な
る

折
衷
説
に
も
拘
ら
ず
同
意
す
る
能
は
ざ
る
な
り
今
前
例
に
基
き
箱
聾
に
依
て

論
ぜ
ん
に
西
洋
美
術
の
貴
ぶ
べ
き
慮
ハ
其
員
に
迫
る
に
あ
り
日
本
美
術
の
秀
づ

る
慮
ハ
風
韻
雅
致
に
在
り
と
ハ
何
人
も
已
に
知
る
慮
な
り
然
り
而
し
て
執
れ

か
美
術
の
員
味
に
適
す
る
も
の
な
る
や
と
云
に
此
黙
ハ
曾
て
も
論
ぜ
し
如
く
美

術
の
主
た
る
黙
ハ
人
間
の
感
情
に
訴
へ
て
唯
に
其
事
物
の
形
容
の
外
に
其
精
誹

を
も
窯
し
出
す
を
以
て
貴
し
と
す
る
に
在
れ
バ
何
程
形
容
員
に
迫
れ
バ
と
て
夫

の
｛
鳥
員
を
見
る
が
如
く
何
等
の
感
情
を
も
起
す
に
足
ら
ざ
れ
バ
決
し
て
美
術
の

員
味
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
之
に
反
し
た
と
へ
慎
に
迫
ら
ず
奔
放

鋭
雑
な
り
と
す
る
も
其
間
に
一
種
の
風
韻
雅
致
あ
り
て
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
精
神

を
有
す
る
も
の
あ
れ
バ
宜
に
美
術
の
箕
味
を
得
る
も
の
な
り

〔
上
略
〕

社
説0
美
術
の
事
に
付
き
某
二
三
新
聞
の
冷
淡
に
驚
く

果
し
て
然
ら
バ

安
政
居
士

あ
る
説
者
の
如
く
日
本
繕
の
｛
島
生
を
欠
く
と
云
ふ
を
決
し
て
憂
へ
ざ
る
な
り

叉
説
者
ハ
西
洋
霊
の
寓
生
を
學
ん
で
而
し
て
后
ち
日
本
盪
の
風
韻
雅
致
を
學
ぶ

べ
し
醤
バ
楷
書
を
學
ん
で
而
し
て
后
ち
行
書
を
學
ベ
バ
其
妙
を
得
る
に
同
じ

と
云
へ
り
其
意
を
推
せ
バ
日
本
畳
従
来
の
學
び
方
ハ
楷
書
を
學
ば
ず
し
て
直

に
行
書
に
入
り
た
る
に
均
し
故
に
其
の
妙
を
得
ざ
り
し
な
り
と
云
ふ
が
如
く

考
へ
ら
る
若
し
然
ら
バ
説
者
ハ
何
の
貼
を
以
て
日
本
従
来
の
綸
聾
學
び
方
ハ

み

と

最
初
よ
り
行
書
に
入
る
に
均
し
と
見
認
む
る
や
甚
だ
其
意
を
解
す
る
に
苦
む
な

説
者
ハ
日
本
聾
な
る
も
の
ハ
其
學
び
方
必
ず
最
初
よ
り
奔
放
胤
雑
な
る
も
の

を
學
ば
し
む
る
に
限
る
と
思
ひ
居
る
や
居
士
ハ
此
黙
も
念
の
為
め
聞
か
ま
ほ

し
く
存
ず
る
な
り
故
に
居
士
ハ
西
洋
霊
の
員
に
迫
る
も
の
を
棄
つ
る
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
日
本
聾
を
學
ぶ
に
最
初
に
西
洋
の
｛
謁
生
を
學
ば
し
め
ん
と
す
る
の
必

要
を
竜
も
見
出
す
能
は
ず
と
す
其
他
説
者
の
佛
ラ
ン
ス
人
杯
ハ
日
本
美
術
を

歯
牙
に
懸
け
ざ
る
に
至
り
た
り
杯
と
云
ふ
こ
と
ハ
運
も
慮
か
る
に
足
ら
ざ
る
こ

と
4
考
ふ
何
如
と
な
れ
バ
ニ

―
の
佛
人
ハ
イ
ザ
知
ら
ず
獨
乙
な
り
英
畷
な
り

一
般
に
於
て
日
本
美
術
の
風
韻
雅
致
を
愛
す
る
こ
と
ハ
今
や
争
ふ
可
か
ら
ざ
る

事
宜
に
係
れ
、
ハ
な
り

夫
れ
已
に
斯
の
如
し
然
ら
バ
某
新
聞
の
雑
報
欄
内
に
掲
載
せ
る
新
奇
説
ハ
如

何
に
も
珍
奇
説
に
し
て
某
新
聞
の
議
論
な
る
乎
将
た
あ
る
人
の
物
語
り
を
記
載

せ
る
も
の
な
る
乎
何
れ
に
し
て
も
取
る
に
足
ら
ざ
る
の
説
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら

ず
若
夫
れ
説
者
に
て
尚
ほ
了
解
せ
ず
ん
バ
本
紙
三
千
九
百
十
六
琥
以
来
に
掲

ぐ
る
意
見
を
看
る
の
労
を
取
れ

嗚
呼
某
新
聞
ハ
斯
の
如
き
重
大
な
る
美
術
採
用
の
問
題
を
維
報
欄
内
に
掲
げ
た

某
新
聞
自
家
の
説
か
否
や
ハ
知
ら
ず
既
に
一
種
の
新
奇
説
を
考
へ
出
し
て

り り
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文
部
省
に
て
は
一
昨
六
日
午
後
一
＿
一
時
よ
り
辻
文
郡

掲
げ
た
り

乎
雑
報
橙
に
し
て
某
新
聞
自
か
ら
の
説
な
り
と
し
て
能
く
公
論
す
る
こ
と
を
な

さ
ず
何
故
に
斯
く
目
下
の
一
大
問
題
た
る
こ
と
を
知
る
上
に
之
れ
を
論
ず
る

居
士
ハ
之
れ

本
分
あ
り
責
務
あ
る
任
に
あ
り
乍
ら
因
循
躇
躇
平
氣
然
た
る
や

の

み

亦
其
意
を
解
せ
ざ
る
な
り
但
し
某
新
聞
而
已
な
ら
ず
他
新
聞
に
於
て
も
今
少

し
く
深
切
な
ら
ん
こ
と
を
忠
告
せ
ん
と
欲
す
若
し
夫
れ
新
聞
紙
な
る
も
の
ハ

螢
利
の
一
具
に
し
て
時
好
に
投
ず
る
を
肝
要
と
す
る
を
以
て
世
人
の
好
ま
ざ
る

む
か

美
術
論
杯
を
掲
げ
て
得
意
を
損
ひ
聞
者
の
意
を
遂
ふ
能
は
ざ
る
が
如
き
こ
と
ハ

得
策
に
あ
ら
ず
と
云
は
ゞ
居
士
復
た
何
を
か
言
は
ん
や
／
／
＼
＼

（
同
年
同
月
七
日
『
読
売
新
聞
』
）

〔
前
出
二
月
四
日
付
『
時
事
新
報
』
の
記
事
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
。
な

お
、
『
読
売
新
聞
』
は
二
月
一
日
、
四
日
、
十
一
日
と
社
説
に
両
極
道
人
の

「
再
び
美
術
の
事
を
論
ず
」
、
同
続
篇
、
「
美
術
工
芸
論
」
を
掲
げ
、

ロ
サ

・
岡
倉
派
を
支
援
し
て
い
る
。
〕

●
美
術
學
校
創
立
の
協
議
同
學
校
を
創
立
す
る
に
営
り
て
は
政
府
か
美
術
上

に
一
定
の
主
義
を
定
め
ん
こ
と
を
希
笙
す
る
も
の
あ
り
現
に
貿
易
協
會
員
の

如
き
ハ
前
琥
の
紙
上
に
も
掲
け
し
通
り
の
意
見
を
文
部
大
臣
へ
建
議
せ
し
か
文

部
省
に
於
て
も
同
校
幹
事
岡
倉
覺
三
氏
等
専
ら
其
の
創
立
に
係
る
取
調
中
に
て

一
昨
日
も
辻
〔
新
次
〕
次
官
、
濱
尾
〔
新
〕
専
門
學
務
局
長
、
高
嶺
〔
秀
夫
〕

〔
師
範
〕

高
等
中
學
校
赦
諭
等
集
合
し
同
校
創
立
上
の
件
に
付
き
會
議
を
催
ふ
し
た
り

（
同
年
同
月
八
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
）

◎
美
術
學
校
に
係
る
會
議

フ
ェ
ノ

然
る
に
も
拘
ら
ず
冷
淡
に
も
結
文
に
於
て
或
る
人
ハ
物
語
れ
り
と

よ
し
次
官
、
濱
尾
専
門
學
務
局
長
、
高
嶺
高
等
師
範
學
校
赦
諭
、
村
岡
高
等
中
學
校

数
頭
、
岡
倉
美
術
學
校
幹
事
等
の
諸
氏
が
美
術
學
校
に
係
る
會
議
を
開
き
た
る

（
同
年
同
月
同
日
『
時
事
新
報
』
）

0
美
術
学
校
（
同
年
同
月
同
日

『
朝
野
新
聞
』
。）

〔
こ
の
記
事
は
本
書
第
一
巻

104
、
105
頁
に
引
用
し
た
。〕

●
鑑
霊
會
の
演
説
同
會
は
来
る
十
二
日
午
後
一
時
よ
り
木
挽
町
の
貿
易
協
會

に
於
て
例
會
を
開
き
諸
家
の
箱
聾
を
陳
列
し
て
縦
覧
を
許
し
且
つ
フ
ェ
ノ
ロ
サ

氏
（
日
本
美
術
工
褻
の
将
束
如
何
）
岡
倉
覺
一
―
―
氏
（
東
洋
社
會
に
於
け
る
美
術

の
地
位
の
沿
革
を
論
す
）
の
演
説
あ
り
有
志
者
に
ハ
無
料
聴
聞
を
許
す
由

（
同
年
同
月
九
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
。
同
紙
広
告
欄
に
同
一
内
容
の
広
告
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
）

0
美
術
専
門
家
の
話
我
邦
美
術
學
校
の
事
に
就
き
昨
日
の
紙
上
に
も
掲
載
す

る
所
あ
り
し
が
今
ま
某
専
門
家
に
就
き
佛
蘭
西
日
耳
曼
英
吉
利
等
諸
邦
の
教
授

方
法
を
聞
く
に
何
れ
の
國
に
て
も
最
初
の
三
年
間
は
専
ば
ら
木
炭
聾
を
學
は
し

め
其
の
上
に
て
油
箱
に
入
る
も
あ
り
或
ハ
造
家
に
或
ハ
彫
刻
に
夫
れ
／
＼
専
門

の
部
類
に
入
ら
し
む
る
由
な
る
が
木
炭
聾
よ
り
油
綸
に
移
ら
ん
と
す
る
際
に
ハ

水
聾
を
學
ば
し
む
る
も
あ
れ
ど
も
大
概
は
木
炭
甕
よ
り
直
ち
に
油
箱
に
移
ら
し

む
る
が
如
し
又
た
其
の
油
箱
に
ハ
三
種
類
あ
り
て
一
ハ
質
物
摸
寓
を
主
と
し

一
ハ
宜
物
を
霊
く
に
想
像
を
加
ヘ
ー
は
想
像
を
主
と
し
て
質
物
を
参
照
す
而

し
て
此
の
中
に
て
最
も
可
な
る
は
第
二
の
者
な
る
べ
し
と
雖
も
霊
を
學
ふ
に

ハ
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右
の
三
者
を
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
此
の
三
者
は
猶
ほ
我
が
邦
書
風
に
楷
行

草
の
三
植
あ
り
て
楷
書
の
筆
法
を
學
び
た
る
者
ハ
行
草
と
も
に
學
び
易
か
る
べ

き
も
若
し
然
ら
ず
し
て
直
ち
に
行
若
し
く
ハ
草
を
學
は
し
め
ハ
破
格
の
字
を
寓

出
せ
ざ
る
ハ
殆
ん
ど
危
し
西
洋
風
の
甕
を
學
ふ
も
亦
た
同
一
の
理
に
て
始
め

に
賓
物
摸
窯
を
學
ハ
し
め
ざ
れ
バ
完
全
な
る
畳
を
甕
く
こ
と
能
ハ
ざ
る
べ
し

現
に
先
年
藷
工
郡
大
學
校
の
数
師
た
り
し
伊
太
利
人
某
氏
は
頗
る
方
碑
落
の
霊
を

聾
く
人
な
り
し
が
生
徒
ハ
皆
な
之
れ
に
摸
倣
す
る
こ
と
を
勉
め
し
故
後
日
に
至

り
其
の
聾
風
を
麦
し
て
精
細
綿
密
な
る
霊
と
な
さ
し
め
ん
こ
と
を
勉
め
た
れ
ど

も
終
に
其
の
効
を
奏
す
る
能
は
ざ
り
し
此
の
一
例
に
就
て
も
正
裳
の
順
序
を

履
む
に
非
ざ
れ
バ
完
全
な
る
甕
を
霊
く
こ
と
難
き
を
知
る
可
し
今
ま
日
本
の

聾
は
前
掲
西
洋
霊
三
種
類
中
最
後
の
者
に
比
す
る
も
尚
ほ
甚
だ
し
き
者
に
し
て

則
ち
専
ば
ら
想
像
を
主
と
す
る
者
た
り
又
た
近
年
日
本
畳
に
影
な
ど
を
付
す

る
も
の
あ
れ
ど
も
其
の
光
線
ハ
前
後
左
右
よ
り
集
ま
り
居
り
て
各
々
其
の
方
面

を
異
に
し
一
見
嘔
吐
を
催
さ
し
む
る
者
あ
り
又
た
西
洋
霊
ハ
寓
生
を
主
と
し

て
日
本
甕
ハ
氣
韻
を
尊
ぶ
と
云
ふ
者
あ
れ
ど
も
是
れ
亦
た
西
洋
甕
の
何
た
る
を

知
ら
ざ
る
の
言
の
み
凡
そ
西
洋
畳
の
妙
所
は
専
門
家
と
雖
も
―
二
回
見
た
る

位
に
て
ハ
容
易
に
判
知
し
得
る
者
に
あ
ら
ず
又
た
我
が
邦
に
も
西
洋
霊
中
見

る
へ
き
者
ハ
甚
た
僅
少
に
て
鍋
島
直
大
、
大
山
巖
、
中
井
弘
の
諸
氏
が
所
有
せ

る
者
あ
る
の
み
宮
内
省
に
も
―
二
の
見
る
べ
き
者
あ
れ
共
多
く
は
見
る
に
足

ら
ず
夫
の
坊
間
に
流
布
せ
る
者
や
博
物
館
に
陳
列
せ
る
も
の

4
如
き
ハ
疎
の

最
も
甚
だ
し
き
者
な
り
然
る
に
此
等
を
目
し
て
西
洋
聾
を
評
す
る
ハ
苛
酷
の

至
り
な
り
西
洋
聾
も
日
本
甕
も
疎
な
る
あ
り
美
な
る
あ
れ
共
西
洋
霊
ハ
氣
韻

に
乏
し
と
云
ふ
が
如
き
は
誤
謬
の
極
な
り
凡
そ
東
西
人
に
限
ら
ず
名
聾
を
霊

く
者
ハ
其
の
人
の
伎
倖
如
何
に
存
す
る
者
に
て
始
め
よ
り
想
像
聾
を
巧
に
す
る

〔マ

マ〕

者
に
あ
ら
ず
然
る
に
想
像
聾
ハ
美
妙
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
と
て
之
を
學
ぶ
の
順

序
を
も
講
せ
ず
し
て
直
ち
に
其
の
妙
所
の
み
を
學
ハ
し
め
ん
と
欲
す
る
ハ
至
難

（
同
年
同
月
同
日
『
朝
野
新
聞
』
）

●
美
術
學
校
隈
々
前
琥
に
記
載
せ
し
同
學
校
の
創
設
に
就
て
ハ
文
部
省
に
て

も
目
下
尚
ほ
濱
尾
、
岡
倉
雨
氏
が
推
任
し
て
専
ら
取
調
べ
中
な
る
が
同
省
に
て

〔
マ
マ
〕

ハ
初
め
よ
り
牡
大
な
る
規
模
を
以
て
設
け
ん
と
す
る
に
非
す

差
嘗
り
壼
万
圃

許
り
の
用
度
を
目
途
と
し
て
凡
そ
一
＿
一
十
名
位
の
生
徒
を
養
ふ
へ
き
考
な
り
と

尤
も
未
た
確
定
せ
る
繹
に
非
さ
れ
は
今
後
如
何
な
る
組
織
と
な
る
や
知
る
可
ら

す
と
い
ふ

（
同
年
同
月
十
一
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』）

●
鑑
驚
會
の
延
期
鑑
饗
會
に
て
は
明
十
二
日
木
挽
町
の
貿
易
協
會
に
於
て
例

會
を
開
き
演
説
井
に
箱
聾
展
覧
も
あ
る
筈
な
り
し
か
都
合
に
依
り
来
る
廿
六
日

（
日
曜
）
に
延
引
せ
り

（
同
年
同
月
同
日
同
紙
。
同
紙
広
告
欄
に
同
一
主
旨
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

0
美
術
學
校
赦
師
に
開
す
る
話
今
回
我
邦
に
て
美
術
學
校
を
設
立
す
る
こ
と

に
決
せ
し
か
ハ
営
地
駐
割
の
伊
太
利
公
使
ハ
其
の
筋
に
向
て
同
校
教
員
を
其
の

本
國
よ
り
雇
入
れ
ん
こ
と
を
請
ふ
に
伊
太
利
ハ
世
人
が
許
す
慮
の
美
術
國
に
し

て
嚢
き
に
美
術
學
校
の
在
り
し
時
は
前
任
公
使
の
駐
割
中
に
て
本
國
よ
り
其
の

数
師
を
雇
ひ
入
れ
ら
れ
た
る
に
今
回
若
し
本
國
人
を
雇
入
れ
ら
れ
さ
る
に
於
て

は
拙
者
の
面
目
に
も
開
す
る
事
故
是
非
雇
ひ
入
れ
あ
り
た
し
と
の
言
を
以
て
せ

の
こ
と
と
云
ふ
べ
し
と
物
語
れ
り
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り し
も
其
の
筋
に
て
ハ
同
校
に
閥
係
あ
る
某
氏
を
し
て
今
回
ハ
日
本
風
を
主
と
す

る
ゆ
え
屈
入
れ
の
要
な
き
の
意
を
致
し
之
れ
を
謝
絶
せ
し
め
た
り
と
云
ふ
説
あ

れ
ど
信
低
如
何
ハ
固
よ
り
保
し
難
し

（
同
年
同
月
同
日
『
朝
野
新
聞
』
）

〇
曾
山
氏
の
美
術
に
開
す
る
意

見

曾

山
幸
彦
氏
は
菩
美
術
學
校
の
卒
業
生
に

し
て
現
今
工
科
大
學
に
奉
職
せ
る
人
な
る
が
此
頃
社
員
が
同
氏
を
訪
問
し
て
其

の
美
術
に
開
す
る
意
見
を
聞
き
得
た
れ
ば
左
に
其
の
大
意
を
掲
載
す

天
に
は
日
月
星
辰
雲
霞
の
文
あ
り
地
に
ハ
山
川
草
木
土
石
の
彩
あ
り
其
の
中

間
に
は
禽
獣
轟
魚
弱
毛
鱗
介
の
展
あ
り
て
宇
宙
の
物
皆
な
偉
象
美
観
を
現
は
さ

ゞ
る
な
く
東
西
洋
綸
聾
の
濫
瘍
ハ
皆
な
比
に
起
因
す
夫
の
造
家
の
理
は
鳥
の

巣
に
倣
ひ
衣
服
の
制
ハ
禽
獣
の
利
毛
に
倣
ひ
皆
な
天
然
の
粧
飾
を
視
て
之
れ
を

己
れ
に
施
す
に
至
り
し
も
の
に
て
古
代
ハ
文
身
し
て
体
謳
を
飾
る
も
の
あ
り
頭

手
に
玉
貝
を
飾
る
あ
り
衣
服
器
物
の
類
に
は
草
弁
鳥
獣
の
形
を
描
圏
す
る
あ

り
衣
服
ハ
元
と
寒
を
凌
ぐ
が
為
め
な
れ
ど
も
蝦
夷
に
剌
繍
の
美
エ
あ
り
家

屋
ハ
雨
露
を
防
く
か
為
め
な
れ
ど
も
埃
及
に

は
箱
壁
の
一
艮
技
あ
り

此
等
の
事

賀
に
就
て
見
れ
ば
人
類
ハ
天
然
美
を
愛
す
る
の
性
を
具
備
せ
る
者
な
る
べ
し

叉
た
兒
童
を
し
て
衣
服
玩
弄
物
食
物
の
類
を
撰
ま
し
め
ハ
必
ら
ず
美
麗
に
し

て
文
彩
あ
る
も
の
を
撰
む
べ
く
叉
た
文
を
誼
む
よ
り
も
岡
を
看
る
を
喜
び
書
を

窯
す
よ
り
も
聾
を
窯
す
こ
と
を
好
む

之
れ
を
以
て
見
る
も
人
に
ハ

美
を
愛
す

る
固
有
の
性
情
あ
る
を
知
る
べ
し
人
に
美
を
愛
す
る
の
性
情
あ
る
以
上
ハ
美

術
の
講
究
も
麿
施
に
委
ぬ
べ
か
ら
ず
人
文
の
漸
く
開
け
百
學
百
藝
競
ひ
興
り

て
各
々
世
用
に
充
つ
る
の
時
に
際
し
其
効
用
の
最
も
廣
大
な
る
も
の
ハ
箱
聾
な

如
何
と
な
れ
ば
箱
聾
ハ
百
工
の
某
礎
と
為
る
も
の
に
し
て
其
の
精
粗
醜
美

ハ
大
に
工
品
の
優
劣
に
開
す
れ
ば
な
り
我
が
邦
上
世
霊
博
士
を
三
韓
よ
り
徴

し
中
世
禁
裏
に
霊
所
を
置
き
し
が
如
き
ハ
皆
な
箱
霊
の
文
化
を
輿
す
に
必
要
な

る
を
知
り
し
が
故
な
る
べ
し
此
を
以
て
名
手
輩
出
し
其
の
圏
聾
後
世
に
傭
り

て
人
の
貴
重
せ
る
も
の
寡
な
か
ら
ず
近
古
室
町
よ
り
徳
川
氏
に
至
る
ま
で
書
一

術
衰
類
せ
ず
し
て
幕
府
に
ハ
聾
廠
あ
り
各
藩
に
も
亦
た
聾
博
士
を
祓
用
し
て
其

の
術
を
数
へ
し
め
た
り
中
古
近
古
の
建
築
工
品
の
精
＿
艮
堅
美
に
し
て
後
人
の

稲
賛
措
か
ざ
る
も
の
ハ
縮
聾
の
精
巧
な
る
に
因
れ
り
夫
の
奈
一艮
の
古
殿
古
賓

鎌
倉
室
町
徳
川
時
代
の
建
築
器
物
其
他
諸
般
の
美
術
に
就
て
見
れ
ば
其
の
然
る

所
以
を
知
り
得
べ
し
其
の
後
太
平
の
久
し
き
人
情
浮
華
に
流
れ
縮
霊
も
亦
た

遂
に
玩
物
の
一
種
と
な
り
餘
弊
今
に
及
ん
で
振
起
す
べ
か
ら
ざ
る
の
状
を
呈
し

名
エ
は
起
ら
ず
藝
術
ハ
衰
類
し
徒
ら
に
古
風
に
摸
擬
し
て
新
機
軸
を
開
く
者
な

く
法
度
麿
壊
し
て
蕪
雑
粗
笠
に
陥
り
全
醗
至
る
所
殆
ん
と
齋
と
稲
す
べ
き
も
の

な
し
近
時
諸
の
製
造
物
が
粗
悪
脆
弱
な
る
と
久
用
に
堪
へ
ざ
る
と
は
一
に
之

れ
に
因
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
以
上
既
に
説
く
所
の
如
く
甕
術
と
エ
藝
と
ハ
常
に

興
麿
盛
衰
を
共
に
し
相
密
接
し
て
決
し
て
分
離
せ
ず
工
藝
の
盛
な
ら
ん
こ
と
を

筵
む
も
の
登
に
先
づ
聾
術
振
興
の
策
を
講
究
せ
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
且
つ
夫

れ
綸
霊
ハ
人
情
時
勢
に
従
て
嬰
遷
す
る
も
の
に
て
太
平
の
世
に
は
聾
風
も
亦
た

自
か
ら
渾
厚
雅
正
の
象
を
現
ハ
し
尚
武
戦
OOL
の
世
に
は
聾
風
従
て
豪
宕
悲
惨
の

氣
を
露
ハ
し
涜
季
淫
靡
の
世
に
は
聾
風
必
ら
ず
浮
華
柔
蝋
の
態
を
表
ハ
す
叉

た
時
の
古
今
と
地
の
東
西
と
に
因
り
嗜
好
す
る
所
異
同
な
き
に
あ
ら
ず
是
れ

則
ち
南
北
二
派
の
差
と
古
今
雨
聾
の
別
あ
る
所
以
な
り
東
西
各
國
の
事
亘
ハ
各

々
長
所
あ
り
と
雖
ど
も
本
邦
の
齋
ハ
前
代
に
は
精
一艮
を
極
め
し
も
今
は
則
ち
粗

悪
に
陥
り
西
洋
の
霊
ハ
則
ち
之
に
反
し
前
代
精
妙
に
し
て
今
世
に
至
り
駿
々
と

し
て
其
の
蘊
奥
を
極
め
賂
に
前
代
に
凌
駕
せ
ん
と
す
東
西
雨
霊
の
相
距
る
亦
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此

た
甚
だ
遠
し
と
云
ふ
べ
し
且
つ
邦
人
に
ハ
概
し
．て
古
聾
を
尊
崇
し
て
善
悪
醜

美
を
判
た
す
只
之
れ
に
摸
擬
せ
ん
こ
と
を
勉
め
て
叉
他
を
知
ら
ず
此
の
如
き

ハ
遠
く
美
術
の
彊
域
を
距
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
若
し
夫
れ
美
術
に
し
て
美
術

の
正
鰹
に
背
く
あ
ら
ば
寧
ろ
之
れ
な
き
の
勝
れ
る
に
若
か
ざ
る
な
り
明
治
維

新
の
後
百
般
の
事
物
皆
な
其
の
法
章
を
泰
西
に
採
り
百
工
技
藝
も
亦
た
面
目
を

一
新
し
貿
易
通
商
し
て
彼
我
相
接
し
殆
ん
ど
休
む
期
な
し
而
し
て
其
の
損
盆

を
比
較
す
る
に
彼
れ
常
に
利
あ
り
て
我
常
に
損
す
是
れ
蓋
し
我
が
エ
藝
の
粗

に
し
て
彼
の
精
に
営
る
べ
か
ら
ざ
る
に
由
る
今
ま
之
を
挽
回
せ
ん
と
欲
せ
ば

須
ら
く
先
つ
百
工
の
精
一艮
を
求
む
べ
し
之
を
求
め
ん
と
欲
せ
バ
首
と
し
て
箱

盟
の
術
を
畢
げ
さ
る
べ
か
ら
ず
之
を
撃
げ
ん
と
せ
ば
宜
し
く
巧
妙
の
洋
霊
を

採
る
べ
し
登
に
防
劣
の
邦
聾
を
用
ゆ
べ
け
ん
や
初
め
我
が
政
府
美
術
學
校

を
工
部
省
に
置
き
洋
聾
を
赦
へ
し
め
幾
時
な
ら
ず
し
て
之
れ
を
麿
止
す
凡
そ

官
府
の
所
為
は
民
間
の
標
準
と
為
す
所
の
者
な
れ
ば
其
起
る
や
四
方
翁
然
と
し

て
美
術
を
修
む
る
を
知
り
其
の
際
せ
ら
る
A

に
及
び
て
ハ
寂
然
と
し
て
亦
た
講

習
す
る
者
あ
る
を
観
す
登
に
慨
す
可
き
の
至
り
な
ら
ず
や
（
未
完
）

（
同
年
同
月
十
二
日
『
朝
野
新
聞
』）

〇
曾
山
氏
の
美
術
に
開
す
る
意
見
（
前
琥
の
績
）

今
諸
學
校
生
校
の
箱
霊
を
見
る
に
之
を
他
藝
に
比
す
れ
ハ
甚
た
劣
れ
り

れ
蓋
し
数
員
の
霊
術
不
熟
練
な
る
に
因
る
も
の
な
ら
ん
若
し
夫
れ
美
術
學
校

の
設
け
あ
り
て
給
霊
に
志
あ
る
者
を
養
成
し
業
成
る
の
後
或
ハ
之
を
各
地
學
校

の
数
師
と
な
し
て
中
學
校
師
範
學
校
の
生
徒
に
数
授
せ
し
め
師
範
學
校
の
生
徒

ハ
其
の
道
を
學
ひ
て
後
之
を
小
學
生
徒
に
僻
習
す
る
等
の
方
法
を
用
ひ
普
通
数

科
中
に
て
之
を
習
熟
せ
ハ
各
種
専
門
科
を
修
む
る
の
時
に
及
ん
て
神
盆
す
る
所

少
な
か
ら
さ
る
べ
し

瑕
令
ハ
航
海
學
を
修
む
る
者
ハ
各
地
の
港
問
、
燈
豪
、

潮
汐
の
干
滴
、
砲
嚢
、
牲
塞
、
船
艦
の
形
状
等
を
意
し
兵
學
者
ハ
兵
勢
陣
螢
、

戎
器
、
戦
闘
等
の
状
を
甕
き
骰
師
ハ
人
證
の
骨
相
患
部
の
諸
欣
等
を
閾
し
文

學
、
詩
賦
、
歴
史
、
金
石
、
動
植
、
化
學
、
天
文
、
地
理
、
農
商
、
器
械
、
彫

鍍
、
建
築
其
他
萬
般
の
者
各
々
専
修
す
る
所
に
従
ひ
物
象
を
描
窯
し
得
る
を
以

て
學
術
を
補
ひ
自
他
を
盆
す
る
の
効
最
も
多
し
若
し
初
よ
り
箱
甕
の
術
を
學

は
す
ん
バ
専
門
科
に
入
て
頓
に
不
便
を
感
す
る
の
み
な
ら
す
學
の
進
む
こ
と
遅

く
事
物
に
應
用
す
る
に
嘗
り
て
も
澁
滞
し
て
効
力
を
現
ハ
す
こ
と
能
は
す
又

た
美
術
を
専
修
し
た
る
者
の
中
に
も
或
は
聾
法
赦
授
に
エ
み
な
る
者
あ
り
高
尚

技
術
に
エ
み
な
る
者
即
ち
史
脩
、
宗
赦
、
聖
賢
人
、
像
霊
等
を
製
し
叉
は
人
倫

聾
数
科
用
圏
本
を
作
る
者
あ
り
或
は
應
用
美
術
に
エ
み
な
る
者
則
ち
動
植
物
、

風
景
、
諸
般
器
物
の
式
様
を
闘
す
る
等
の
如
き
者
あ
り
て
種
々
の
人
士
を
養
成

し
邦
家
の
文
運
を
焚
揚
す
る
の
効
少
か
ら
さ
る
へ
し
営
今
美
術
の
學
完
全
な

ら
ず
し
て
製
品
粗
悪
不
紐
に
流
れ
為
め
に
磐
債
を
失
ひ
外
侮
を
招
く
所
以
の
者

は
世
人
の
嗜
好
に
適
合
す
る
能
ハ
さ
る
に
因
る
之
に
反
し
歌
洲
各
國
就
中
獨

逸
、
佛
閑
西
等
の
製
品
東
西
各
國
に
輸
し
て
好
評
を
得
る
者
は
其
の
技
術
の
精

工
に
由
る
と
雖
も
綸
賓
標
本
の
精
一艮
も
亦
た
典
つ
て
力
あ
り
或
ハ
本
邦
の
美

術
工
藝
品
も
歌
米
各
國
の
嗜
好
に
適
し
販
路
漸
く
披
ま
り
拾
牧
も
亦
た
鮮
少
な

ら
す
と
説
く
者
あ
る
へ
し
と
雖
と
も
此
れ
決
し
て
不
易
の
説
に
あ
ら
す
外
人

か
本
邦
の
物
品
を
購
求
す
る
は
エ
藝
品
の
精
一艮
な
る
か
故
に
あ
ら
す
只
た
新

奇
な
る
か
為
め
の
み
一
時
の
玩
弄
に
供
す
る
に
止
る
の
み
横
濱
開
港
の
初

に
営
り
外
人
か
楡
入
す
る
所
の
物
品
咸
な
新
奇
な
る
か
故
に
胡
爪
形
ラ
ム
ネ
罐

を
花
瓶
と
誤
り
｛
島
慎
撮
影
を
視
て
魔
術
と
せ
し
か
如
く
其
用
方
を
も
知
ら
す
濫

り
に
之
れ
を
愛
玩
嫌
忌
せ
し
の
状
あ
り
外
人
の
我
か
工
品
を
珍
玩
す
る
も
亦
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た
之
れ
と
同
し
か
ら
ん
我
よ
り
彼
に
輸
す
る
者
は
形
欣
、
品
質
、
粧
置
、
風

采
常
に
大
同
小
異
に
し
て
新
工
夫
に
乏
し
故
に
梢
や
熟
す
る
に
及
ん
で
ハ
厭

倦
し
て
又
た
覚
に
顧
み
る
者
な
き
に
至
る
べ
し
之
れ
近
来
我
か
工
藝
の
衰
類

し
輸
出
の
減
少
せ
る
に
因
て
證
す
べ
し
苛
く
も
之
れ
を
挽
回
せ
ん
と
欲
せ
ハ

美
術
を
振
輿
す
る
の
他
に
途
な
か
る
へ
し
箱
聾
美
術
の
要
盆
早
に
此
の
貼
に

の
み
閥
せ
す
之
を
利
用
せ
ば
或
は
意
想
の
逹
せ
さ
る
所
を
暢
融
し
或
は
言
語

文
章
の
不
足
を
補
ふ
等
其
の
効
用
廣
大
無
邊
に
し
て
幾
ん
と
人
為
の
外
に
出
つ

る
か
如
し
今
や
赦
育
の
化
四
方
に
普
及
し
邊
睡
呼
昭
の
磐
を
聴
か
さ
る
な
き

の
盛
況
な
れ
と
も
数
科
書
の
挿
驚
は
菩
法
に
因
習
し
て
線
霊
を
用
ひ
詳
聾
を
用

ゆ
る
者
少
し
挿
霊
ハ
詔
者
の
感
を
起
す
に
必
要
の
者
な
り
和
法
の
線
霊
ハ

員
を
窯
し
宜
を
｛
烏
す
の
工
夫
に
乏
し
き
が
故
に
感
動
を
起
す
に
も
足
ら
す
文

章
の
不
足
を
補
ふ
に
も
足
ら
す
若
し
洋
霊
を
挿
入
す
る
に
至
ら
ハ

美
術
普
及

の
一
便
法
と
な
る
へ
し
且
つ
夫
れ
裳
今
の
形
勢
を
見
る
に
衣
服
家
居
の
製
日

を
逐
ふ
て
洋
制
に
摸
擬
す
服
色
衣
裳
の
綸
聾
を
要
す
る
ハ
言
を
侯
た
さ
る
ヘ

し
建
築
工
事
に
ハ
箱
盪
の
術
最
も
効
力
あ
る
者
な
り
室
内
の
粧
飾
よ
り
堵

〔
一
字
不
明
〕

壁
天
井
欄
口
の
屡
に
至
る
ま
て
其
の
塗
色
楳
漆
藷
法
の
描
盟
を
施
せ
ハ
其
の
費

用
多
く
し
て
却
て
脆
弱
剣
褪
の
患
あ
り
洋
法
に
て
ハ
廣
厘
大
櫻
の
粧
ハ
大
概

〔レ〕
フ
リ
ス
コ
或
は
油
甕
を
用
ゆ
る
故
堅
緻
精
麗
嘗
て
鉄
損
の
患
な
く
し
て
本
邦
霊

に
勝
る
こ
と
遠
し
前
陳
せ
る
如
く
赦
課
書
の
挿
甕
と
室
内
の
粧
飾
と
は
共
に

西
洋
美
術
を
採
ら
さ
る
へ
か
ら
さ
る
の
氣
運
に
向
へ
る
に
拘
は
ら
す
之
を
専
修

す
る
所
な
き

2
買
に
聖
代
の
遺
闊
と
云
ふ
へ
し
臥
洲
諸
邦
に
て
ハ
咸
な
美
術

學
校
の
設
け
あ
り
て
生
徒
の
成
績
最
も
可
な
る
者
は
必
ら
す
羅
馬
に
派
遣
し
て

古
代
の
名
霊
を
視
察
せ
し
む
る
の
制
あ
り
て
其
の
留
學
に
開
す
る
費
用
ハ
政
府

一
切
之
を
支
辮
す
と
又
た
藝
術
抜
群
の
者
を
寵
待
す
る
に
勲
章
賞
牌
等
を
賜

〔
二
月
十
日
〕

〇
叙
任特
命
全
櫂
公
使
従
三
位
勲
三
等

特
命
全
櫂
公
使
従
一
二
位
勲
三
等

二
等
上
級
俸
下
賜
）

0
美
術
披
張
宮
内
省
の
官
制
中
に
は
従
来
美
術
に
隅
す
る
條
項
を
設
け
あ
る

が
今
度
九
鬼
公
使
の
圏
書
頭
に
兼
任
し
た
る
に
付
て
は
一
層
美
術
の
撰
張
を
計

ら
る
4

由
に
て
夫
々
着
手
の
方
案
を
取
調
べ
の
都
合
な
る
由
（
同
年
同
月
同
日
同
紙
）

〇
十
一
會
の
意
見
同
會
は
薔
工
部
大
學
美
術
校
よ
り
出
た
る
人
々
の
會
合
に

す
ぐ
さ
ま

し
て
時
ハ
明
治
十
一
年
な
り
同
志
の
敷
も
折
節
十

一
名
な
り
し
よ
り
直
様
之

（
同
年
同
月
十
六
日
同
紙
）

典
し
て
其
の
妙
技
を
稲
揚
す
る
等
奨
勘
の
方
法
一
に
し
て
足
ら
す

技
術
日
に
隆
盛
に
向
ふ
技
術
の
隆
盛
ハ
党
に
邦
家
の
富
源
を
開
く
に
至
る

美
術
の
學
決
し
て
麿
弛
に
委
す
へ
か
ら
さ
る
な
り
（
去
る
九
日
の
紙
上
美
術
専

門
家
の
話
と
題
せ
る
項
の
終
り
に
想
像
霊
ハ
美
妙
と
云
ふ
へ
か
ら
ず
と
て
と
あ

る
と
は
術
）

（
同
年
同
月
十
四
日
同
紙
）

（
同
年
同
月
十
五
日
同
紙
）

〇
建
議
書
捧
呈
豫
て
記
載
せ
し
貿
易
協
會
幹
事
諸
氏
よ
り
本
邦
美
術
上
に
開

す
る
将
来
の
方
針
に
付
其
筋
へ
建
議
す
る
所
あ
る
趣
な
り
し
が
右
ハ
愈
々
一
雨

日
前
其
筋
へ

差
出
し
た
り
と
聞
く

九
鬼
隆
一
米
図
華
盛
頓
府
在
勤
被
免

九
鬼
隆
一
兼
任
躙
書
頭
（
叙
勅
任
官

此
の
故
に
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を
取
て
會
名
と
し
爾
来
互
に
相
切
瑳
し
隠
然
退
て
世
間
に
現
は
れ
ざ
り
し
が
昨

〔東
京
府
工
芸
品
競
進
会
の
誤
り
〕

年
の
綸
聾
競
進
會
に
始
て
三
十
餘
禎
の
油
盟
を
出
し
大
に
世
人
の
喝
采
を
得
て

同
會
よ
り
も
銀
牌
を
賜
ハ
り
殊
に
外
國
人
に
賞
美
さ
れ
て
三
百
園
以
上
の
額
四

か
ひ
と
ら

五
枚
を
買
取
れ
し
ハ
同
會
の
榮
な
り
と
て
営
時
の
諸
新
聞
に
噴
々
た
り
し
が
近

来
美
術
學
校
設
立
の
畢
あ
り
と
て
東
西
の
雨
霊
何
れ
が
宜
し
き
や
の
疑
問
起
り

文
部
省
中
に
も
雨
派
別
れ
た
る
杯
噂
さ
す
る
折
柄
同
會
の
意
見
ハ
如
何
な
ら
ん

か
と
一
日
祉
員
が
同
會
に
到
り
其
意
見
を
叩
き
見
し
に
中
に
は
面
白
き
談
話
も

〔
ママ

〕

あ
り
し
故
其
問
答
を
左
に
摘
録
し
て
観
官
諸
彦
の

一
覧
に
供
す

西
洋
聾
を
學
べ
ば
本
邦
固
有
の
趣
味
を
失
ふ
と
云
ふ
者
あ
り
果
し
て

信
な
り
や
如
何

是
ハ
中
々
に
六
ケ
敷
問
題
に
て
唯
今
一
場
の
御
話
に
て
ハ
盛
し
難
し

然
し
其
大
暑
を
申
さ
バ
全
騰
是
ハ
本
邦
固
有
の
趣
味
と
い
ふ
事
を
深
く

察
せ
ず
し
て
誤
解
し
居
る
人
々
の
言
な
り
本
邦
固
有
の
趣
味
と
申
す

は
紺
事
の
上
の
み
に
限
ら
ず
何
事
に
て
も
本
邦
の
風
土
人
情
素
と
歌
米

諸
國
と
異
な
る
が
為
め
縦
令
欧
米
人
と
同
一
の
事
業
を
為
す
と
も
其
間

自
か
ら
異
な
る
所
あ
る
べ
し
此
異
な
る
所
が
即
ち
本
邦
固
有
の
趣
味

な
り
故
に
本
邦
人
の
平
生
耳
目
に
す
る
所
の
禽
獣
草
木
の
類
よ
り
其

人
情
風
俗
に
到
る
迄
盛
く
欧
米
人
と
同
一
に
為
り
た
る
以
上
に
非
ざ
れ

ば
決
し
て
此
固
有
の
趣
味
は
失
ふ
可
き
者
に
非
す
手
近
き
一
例
を
申

さ
ば
猶
書
を
學
ぶ
が
如
し
日
本
人
ハ
ニ
千
年
来
支
那
の
文
字
を
學
び

支
那
の
箪
墜
を
以
て
支
那
の
法
帖
を
習
ひ
出
来
る
丈
ハ
支
那
人
に
似
せ

ん
と
欲
す
る
も
其
書
す
る
所
を
見
れ
バ
一
目
し
て
支
那
人
の
書
に
非
ざ

る
を
識
別
し
得
べ
し
此
支
那
人
に
異
な
る
所
即
如
何
に
為
す
共
脱
し

得
ざ
る
臭
氣
こ
そ
日
本
固
有
の
趣
味
と
申
す
べ
し
如
此
く
同
一
の
物

答 問

答 問 答 問答 問

を
用
ひ
て
同
一
の
法
に
由
り
同
一
の
簡
雖
な
る
形
を
書
く
も
尚
且
同
一

な
る
能
ハ
ず
し
て
日
本
固
有
の
臭
氣
即
趣
味
を
存
す
況
ん
や
作
者
の

思
想
聾
中
の
萬
象
彼
我
大
に
異
な
る
綸
聾
に
於
て
を
や
縦
令
法
の
み

を
彼
に
取
る
も
夫
が
為
め
に
固
有
の
趣
味
風
致
を
失
ふ
杯
と
ハ
夢
々
有

る
可
ら
ざ
る
こ
と
と
存
ず
る
な
り

近
来
文
部
省
に
於
て
美
術
學
校
の
事
を
評
議
せ
ら
る
4
と
聞
く
右
ハ

固
よ
り
多
く
の
美
術
家
の
集
合
な
る
べ
し
如
何
な
る
人
人
な
る
乎

一
人
た
り
共
美
術
家
あ
る
を
聞
か
ず

然
ら
ば
美
術
學
校
の
事
は
美
術
家
な
く
し
て
取
り
調
べ
得
べ
き
や

萬
國
古
今
未
だ
其
例
を
聞
ざ
れ
共
本
邦
人
は
天
性
鋭
敏
な
る
を
以
て
文

學
に
通
す
れ
ば
美
術
の
事
ハ
自
か
ら
分
る
も
の
と
見
え
た
り
」
と
て
一

同
微
笑
せ
り

文
部
省
美
術
學
校
に
於
て
ハ
西
洋
霊
を
四
五
年
習
學
せ
し
め
し
上
更
に

日
本
霊
を
學
バ
し
む
る
と
云
ふ
説
多
し
と
聞
く

最
好
手
段
と
考
ふ
る
な
り
然
し
な
が
ら
此
の
説
恐
ら
く
ハ
採
用
せ
ら

れ
ざ
る
べ
し
若
し
又
た
此
の
説
に
し
て
勝
を
制
す
る
に
至
ら
ば
創
立

者
の
意
志
に
違
ふ
た
る
結
果
を
見
る
に
至
る
べ
し
如
何
と
な
れ
バ
四

五
年
間
も
厳
正
な
る
西
洋
主
義
に
慣
ら
さ
れ
た
る
生
徒
の
心
ハ
無
主
義

な
る
日
本
甕
に
轄
ず
る
事
は
自
然
許
さ
ゞ
る
べ
し
と
考
ふ
る
な
り
然

し
政
府
の
厳
命
に
依
り
是
非
と
も
日
本
蓋
に
移
ら
し
め
な
ば
別
に
習
學

の
労
を
取
る
に
及
バ
ず
濁
り
で
サ
ッ
サ
と
聾
き
得
べ
け
れ
ば
學
校
の

罷
済
上
に
は
得
策
と
考
ふ
る
な
り
（
未
完
）

に
や

（同
年
同
月
十
八
日
『
朝
野
新
聞
』
）

右
ハ
如
何
な
る
も
の
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〇
十
一
會
の
意
見
（
前
琥
の
績
）

問
西
洋
聾
ハ
宜
物
摸
寓
の
み
を
主
と
す
る
と
云
ふ
果
し
て
信
な
り
や

答
否
々
作
者
が
自
己
の
感
情
を
顛
は
さ
ん
が
為
め
に
質
物
摸
窯
に
依
る

者
の
み
決
し
て
之
を
以
て
本
旨
と
為
す
者
に
非
ず

西
洋
聾
は
風
致
を
尊
ば
ざ
る
者
な
る
や

否
々
西
洋
壼
ハ
最
も
風
韻
の
多
き
者
な
り
去
れ
ど
も
美
術
に
取
て

緊
要
な
る
も
の
敷
多
之
れ
に
伴
ふ
て
畳
面
に
現
は
れ
居
る
が
為
め
深
く

玩
味
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば
見
出
す
こ
と
能
ハ
ず
夫
故
に
世
間
の
人
は

此
誤
謬
を
偉
ふ
る
事
と
存
ぜ
ら
る

東
西
雨
聾
何
れ
が
西
洋
人
の
嗜
好
に
適
し
叉
何
れ
が
多
く
輸
出
す
る
や

雨
方
共
に
嗜
好
に
適
し
輸
出
す
べ
し
唯
彼
れ
の
珍
重
す
る
程
度
に
至

て
ハ
比
較
に
も
何
に
も
な
ら
ぬ
事
な
り

比
較
に
な
ら
ぬ
と
ハ
如
何
な
る
次
第
に
や

議
論
ハ
差
措
て
宜
際
の
事
質
を
御
談
じ
申
さ
ん
去
る
明
治
十
六
七
年

の
頃
と
覺
ゆ
龍
池
會
に
て
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
の
説
を
用
ひ
日
本
全
國
中

屈
指
の
聾
家
を
撰
み
各
得
意
の
大
幅
を
作
ら
し
め
之
を
紅
葉
館
に
集
め

て
更
に
此
中
よ
り
抜
群
の
傑
作
三
百
幅
許
り
を
撰
擢
し
之
に
十
分
の
表

装
を
為
し
て
佛
國
に
送
り
た
る
事
あ
り
此
諸
幅
は
買
に
日
本
聾
に
於

て
ハ
大
閥
勅
任
官
と
も
云
ふ
べ
ぎ
者
の
み
な
り
し
時
に
丁
度
巴
里
に

て
ハ
共
進
會
の
時
期
に
し
て
歌
洲
の
あ
ら
ゆ
る
好
事
家
が
集
り
居
る
時

な
れ
ば
必
ず
一
見
し
て
萬
金
を
榔
つ
者
あ
る
べ
し
と
思
ひ
き
や
サ
ン

l
＼
の
悪
評
を
得
て
無
捩
ス
ゴ
／
＼
と
日
本
へ
持
返
り
た
り

扱
是
か
ら
先
の
捌
方
ハ
如
何
し
た
も
の
と
種
々
協
議
の
上
小
川
町
の

神
保
園
に
て
此
立
振
に
表
装
し
た
る
大
幅
を
一
本
金
五
圃
に
て
抽
簸
と

答 問 答 問 答 問

答
〇
十
一
會
の
意
見
（
前
琥
の
績
ぎ
）

問
斯
＜
損
盆
得
失
の
賞
際
に
付
て
明
か
な
る
事
を
何
と
て
営
路
に
於
て
は

日
本
聾
の
み
に
左
担
せ
ら
る
4
や

賀
事
常
に
埋
れ
て
空
論
の
み
上
を
走
る
ハ
何
事
に
由
ら
ず
目
下
の
状
況

な
れ
ば
美
術
の
如
き
も
亦
然
る
而
已
美
術
取
調
な
ど
云
ふ
人
々
の
中

に
質
業
家
の
一
人
も
な
き
に
て
も
御
察
し
下
さ
る
べ
し

西
洋
品
に
摸
擬
し
た
る
エ
褻
品
ハ
外
國
に
楡
出
せ
ず
と
い
ふ

然
る
や

問 答

な
し
漸
く
所
置
を
付
た
り
し
こ
と
あ
り
扱
西
洋
霊
の
方
ハ
如
何
に
と

い
ふ
に
全
く
之
に
反
し
て
目
下
政
府
の
補
護
と
て
ハ
微
塵
も
な
く
又
民

間
に
て
奨
動
し
呉
れ
る
者
と
て
も
亦
一
人
も
無
れ
ど
も
吾
々
貧
書
生
が

痩
腕
を
以
て
塗
立
た
る
油
畳
が
随
分
高
債
に
て
外
國
人
の
手
に
渡
り
行

〔東
京
府
工
芸
品
共
進
会
〕

く
な
り
御
承
知
な
る
べ
し
昨
年
の
共
進
會
な
ど
に
て
も
我
十
一
會

員
の
拙
聾
で
す
ら
平
均
一
枚
が
二
百
餘
圃
に
て
英
國
の
商
會
へ
賣
れ
た

り
是
等
の
甕
は
質
に
西
洋
霊
中
に
在
て
ハ
等
外
番
外
下
等
の
下
と
も

云
ふ
可
き
者
な
り
若
し
之
を
奨
動
す
る
龍
池
會
の
如
き
者
有
り
て
周

旋
し
た
な
ら
バ
名
霊
も
出
来
べ
く
捌
け
方
も
非
常
な
る
べ
し
右
等
の

事
質
に
て
東
西
雨
聾
の
輸
出
利
盆
の
有
無
珍
重
せ
ら
る
4
程
度
等
ハ
略

ぽ
御
判
断
の
就
く
事
な
ら
ん
（
未
完
）

固
よ
り
然
り

果
し
て

（
同
年
同
月
十
九
日
同
紙
）

輩
に
他
人
の
作
物
に
擬
す
る
の
み
に
て
自
ら
創
意
す
る

事
能
は
ざ
る
ハ
藝
術
の
最
も
賤
む
べ
き
極
な
り
殊
に
是
迄
洋
品
に
擬

し
た
る
も
の
多
く
ハ
彼
の
肝
心
な
る
趣
味
に
擬
せ
ず
し
て
唯
皮
相
の
み
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答 問 答 問

を
員
似
た
る
な
れ
ば
如
何
ぞ
彼
等
の
嗜
好
に
適
す
べ
き
故
に
エ
藝
品

の
輸
出
を
計
ら
ん
と
せ
ば
先
つ
其
轍
出
す
べ
き
原
因
を
探
究
し
之
に
應

す
る
の
識
を
有
す
る
者
を
養
成
せ
ざ
る
可
ら
ず

日
本
壷
ハ
世
界
に
冠
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
人
あ
り

如
何
に
も
冠
た
り

や

此
の
奇

果
し
て
信
な
る

冠
た
る
と
ハ
其
奇
焚
な
る
事
な
る
べ
し

礎
に
は
古
代
「
エ
ジ
プ
ト
」
の
綸
霊
も
猶
ほ
三
舎
を
避
く
べ
し
殊
に

近
来
狩
野
派
を
改
＿艮
せ
り
と
稲
す
る
者
の
如
き
ハ
奇
愛
中
の
叉
奇
喪
な

る
者
に
し
て
其
奇
愛
な
る
事
弧
々
世
界
に
冠
た
り
と
申
さ
ん
か

フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
の
美
術
論
ハ
貴
會
に
於
て
信
ず
る
や
如
何

先
生
の
説
ハ
斐
幻
極
り
無
く
し
て
到
底
了
解
す
る
事
能
ハ
ず
例
へ
ば

先
年
先
生
が
萬
八
棲
井
生
村
棲
等
に
於
て
演
説
せ
ら
れ
た
る
時
分
に
は

日
本
霊
ハ
窓
生
を
為
し
た
る
為
め
に
大
に
衰
へ
た
り
と
て
應
畢
容
齋
の

輩
を
撰
斥
せ
ら
れ
又
文
人
聾
ハ
｛
鳥
生
も
せ
ず
物
の
形
に
頓
着
せ
ざ
る
所

の
み
美
術
に
協
へ
り
な
ど
A

盛
ん
に
此
説
を
主
張
せ
ら
れ
し
が
其
後
に

到
り
日
本
の
霊
家
は
窟
生
を
せ
ぬ
の
が
鋏
典
な
り
と
稲
し
頻
り
に
狩
野

家
の
諸
氏
に
篤
生
を
勧
め
ら
る
4
と
聞
く
叉
二
三
年
前
迄
ハ
西
洋
聾

が
日
本
に
入
り
て
大
に
日
本
聾
の
進
歩
を
妨
げ
た
り
と
て
西
洋
蜜
を
蛇

蝸
の
如
く
嫌
ぐ
れ
し
が
此
頃
に
到
り
て
は
全
く
之
に
反
し
日
本
霊
の
参

考
に
と
て
去
年
西
洋
齋
の
窯
員
な
ど
を
取
集
め
て
来
ら
れ
し
類
始
終
矛

盾
の
言
語
計
り
に
て
我
輩
ハ
其
本
旨
の
あ
る
所
を
了
解
す
る
事
能
は
ず

（
未
完
）

（
同
年
同
月
二
十
一
日
同
紙
）

多
し

〇
十
一
會
の
意
見
（
前
琥
の
績
き
）

問
西
洋
に
行
け
バ
容
易
に
美
術
を
調
べ
得
べ
き
や

御
答
に
嘗
惑
致
す
な
り
宜
際
美
術
を
學
び
た
る
者
に
非
さ
れ
、
ハ
取
調

ベ
は
校
措
き
一
甕
堂
の
鎗
聾
を
見
盪
す
に
も
大
抵
一
二
四
年
間
ハ
頭
脳
を

悩
ま
す
べ
し

近
束
西
洋
の
美
術
ハ
東
洋
の
美
術
に
倣
ふ
の
傾
向
あ
り
と
云
ふ
果
し

て
信
な
り
や

斯
る
事
ハ
決
し
て
無
か
る
べ
し
全
体
西
洋
甕
の
大
旨
と
申
す
ハ
宇
内

の
萬
物
何
に
て
も
荀
も
我
技
術
に
補
盆
あ
り
と
認
む
る
者
ハ
取
て
以
て

我
材
料
に
為
す
に
在
り
故
に
彼
れ
の
エ
藝
中
我
の
一艮
き
部
分
を
抜
取

り
て
挿
み
た
る
も
の
ハ
間
々
之
あ
り
之
を
見
て
腸
着
手
段
を
用
ふ
る

人
々
尾
に
尾
を
添
へ
て
西
洋
の
美
術
ハ
逐
々
東
洋
の
美
術
に
傲
ふ
と
か

或
ハ
西
洋
の
美
術
家
が
雨
三
年
を
出
で
す
し
て
日
本
に
来
學
す
る
と
か

飛
で
も
な
き
事
を
言
ひ
囃
せ
ど
も
事
質
を
知
り
た
る
者
の
眼
に
ハ
誠
に

馬
鹿
々
々
し
き
事
と
思
は
る
4

な
り
昔
し
琉
球
人
が
日
本
人
の
料
理

中
に
甘
薯
を
用
ひ
た
る
を
見
て
日
本
に
て
ハ
追
々
米
穀
を
展
し
我
國
の

如
く
甘
薯
を
常
食
と
す
る
の
傾
向
あ
り
我
國
に
て
ハ
縮
て
の
耕
作
を

麿
し
全
國
一
面
甘
薯
の
み
を
作
ら
ん
と
主
張
し
た
る
者
あ
り
し
と
云
ふ

誠
に
似
寄
り
た
る
話
な
り
」
と
て
大
笑
せ
り

西
洋
霊
は
想
像
を
聾
く
能
は
ざ
る
や

否
々
想
像
を
聾
く
に
最
も
便
な
り

答 問 答 問 答

る
者
あ
り

古
人
の
名
作
ハ
多
く
想
像
に
係

〔
フ
ァ
〕

彼
の
「
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
」
及
び
「
ラ
フ
エ
ロ
」
が
筆
跡

〔
ヵ
〕

な
る
羅
馬
の
「
バ
チ
ワ
ン
」
の
壁
聾
の
類
箪
者
の
想
像
を
書
き
た
る
者

去
れ
ど
も
其
想
像
の
槌
か
な
る
が
故
に
古
人
の
摸
型
の
み
に
拘
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答 問 答 問

（
完
）

〔
泥
〕
据
す
る
日
本
聾
家
の
眼
に
ハ
宜
物
を
其
儘
摸
窯
し
た
る
如
く
に
見
へ
想

像
を
聾
き
た
る
如
く
思
ハ
れ
ね
バ
此
誤
り
を
来
せ
る
事
と
考
へ
ら
る

日
本
盪
の
み
に
て
質
用
を
足
し
得
る
や

日
本
甕
と
云
ふ
も
の
は
中
々
高
尚
悠
遠
の
も
の
に
し
て
其
罷
域
甚
だ
狭

＜
辿
も
宜
用
の
間
に
合
兼
る
も
の
あ
り
抑
も
日
本
霊
の
本
来
の
性
質

と
申
す
者
ハ
割
合
に
外
れ
た
と
云
ふ
事
が
一
番
の
骨
本
故
質
用
と
云
ふ

事
と
ハ
頓
と
方
角
の
違
ふ
た
る
物
に
し
て
如
何
に
應
用
す
と
雖
ど
も
説

明
の
岡
杯
に
て
少
し
も
用
に
足
ら
ざ
る
可
し
目
下
で
す
ら
學
校
の
掛

圏
と
か
書
籍
の
挿
霊
と
か
或
は
肖
像
と
か
員
景
と
か
少
し
<
i貰
用
に
渉

る
物
に
し
て
日
本
霊
を
用
ひ
た
る
ハ
な
し
是
れ
日
本
聾
の
宜
用
に
足

ら
ざ
る
證
披
な
ら
ず
や

日
本
聾
を
改
一艮
す
と
主
張
す
る
人
あ
り

改
一
艮
し
能
ハ
ざ
る
べ
し

果
し
て
改
良
し
得
る
や
如
何

若
し
在
来
の
霊
風
を
改
＿
艮
せ
ば
西
洋
聾
の
範

園
に
入
り
日
本
霊
と
稲
す
べ
き
所
な
ぎ
に
至
ら
ん
好
し
瑕
り
に
改
＿艮

し
得
る
と
す
る
も
古
へ
よ
り
理
論
先
づ
定
り
て
後
技
術
を
改
一艮
し
た
る

例
あ
ら
ず
今
日
の
如
く
理
論
家
相
集
り
て
如
何
に
評
議
空
論
す
る
と

〔席〕

も
所
謂
席
上
の
水
練
と
一
般
到
底
賞
際
に
は
盆
な
か
る
べ
し

云
々

（
同
年
同
月
二
十
三
日
同
紙
）

●
日
本
美
術
工
藝
の
将
束
如
何

〔
同
年
同
月
二
十
八
、
二
十
九
日
、
三
月
二
日
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
連

載
。
二
月
二
十
六
日
の
貿
易
協
会
に
お
け
る
鑑
画
会
で
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講

演
を
抄
訳
し
た
も
の
。
翌
二
十
二
年
岡
部
宗
久
編
『
内
外
名
士

日
本

美

術

●
美
術
學
校
創
立
の
要
旨

論
』
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
英
文
の

講
演
草
稿
も
村
形
明
子
編

r~
1
”臼
五
笠
査
フ
リ
ー
蔵
ア
ー
ネ

ス
ト

•
F

・
フ
ェ

ノ
ロ
サ
資
料
』
第
二
巻

（
昭
和
五
十
九
年
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
出
版
）
に
翻
訳
収
録

さ
れ
て
い
る
。
工
芸
品
輸
出
に
よ
る
外
貨
獲
得
競
争
に
日
本
が
勝
つ
た
め
に

は
中
等
社
会
を
対
象
に
し
た
廉
価
物
品
の
大
量
生
産
で
は
欧
米
に
太
刀
打
で

き
な
い
の
で
、
優
れ
た
日
本
人
の
デ
ザ
イ
ソ
カ
を
教
育
に
よ
っ
て
一
層
開
発

し
、
富
豪
を
対
象
と
す
る
水
準
の
裔
い
比
類
な
き
工
芸
品
を
製
造
輸
出
す
る

こ
と
に
主
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
美
術
学
校
、
理
学
上
の

知
識
も
応
用
し
た
宏
大
な
製
造
所
、
輸
出
商
会
、
政
府
干
渉
の
審
査
制
度
等

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
内
容
。〕

0
美
術
上
の
會
議
昨
日
文
部
省
に
於
て
岡
倉
美
術
學
校
幹
事
狩
野
〔
芳
崖
〕

〔

R〕

同
教
授
及
び
府
下
有
名
の
聾
エ
が
集
會
し
て
美
術
上
の
こ
と
に
開
し
協
議
會
を

開
き
た
り
と

解
剖
學
の
開
け
ざ
る
前
敷
百
年
に
彫
刻
せ
る
骨
格

（
同
年
三
月
十
日
『
朝
野
新
聞
』）

●
外
図
人
の
皇
居
拝
観
文
郡
省
雇
の
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
氏
、
美
術
學
校
幹
事
岡
倉

覺
三
氏
等
よ
り
美
術
上
参
考
の
為
め
新
皇
居
拝
観
の
義
を
出
願
せ
し
慮
特
別
の

か
ど廉
を
以
て
許
可
あ
り
一
昨
日
濱
尾
専
門
學
務
局
長
と
共
に
拝
観
せ
し
か
各
室
の

御
杉
戸
井
に
御
張
付
の
綸
聾
及
ひ
彫
刻
物
等
の
見
事
な
る
に
は
頗
る
感
侃
せ
し

様
子
な
り
し
と

（
同
年
三
月
十
一
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』）
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其
他
の
物
に
し
て
今
日
綸
聾
の
模
範
と
為
す
に
足
る
も
の
あ
り
生
理
、
動
植
物

等
を
心
得
居
ら
ざ
る
日
本
人
が
百
餘
年
前
に
豊
け
る
昆
贔
に
し
て
西
洋
人
の
企

て
及
ハ
さ
る
迄
の
妙
技
に
逹
せ
る
者
あ
り
美
術
は
器
械
的
の
仕
組
に
て
狽
逹

す
可
き
も
の
に
あ
ら
す
乃
ち
器
械
的
の
仕
組
に
拘
束
さ
る
4
も
の
は
美
術
と

し
て
見
る
べ
か
ら
す
西
洋
人
の
霊
は
兎
角
宜
物
を
摸
倣
す
る
の
密
に
失
し
日

本
人
の
軍
央
餘
り
質
物
を
去
る
の
甚
だ
し
き
に
過
ぐ
今
度
文
部
省
に
て
岡
倉

攪
三
氏
が
専
任
と
為
り
て
組
織
取
調
中
な
る
美
術
學
校
は
前
記
の
諸
弊
を
除
く

の
目
的
に
て
一
ハ
賀
物
摸
倣
の
圏
齋
を
授
け
師
範
學
校
及
ひ
中
小
學
校
の
齋
學

赦
師
を
養
成
す
其
修
學
期
ハ
四
年
な
り

他
の
一
ハ
氣
韻
を
主
と
し
て
彫
刻

及
ひ
漆
器
、
陶
器
等
の
應
用
美
術
科
を
授
＜
其
修
學
期
は
五
年
な
り
然
れ

ど
も
理
學
の
思
想
に
乏
し
き
日
本
人
に
向
ふ
て
初
め
よ
り
厳
格
の
希
望
を
以
て

ゆ
た

せ
は
却
つ
て
氣
韻
に
饒
か
な
る
美
術
者
を
失
ふ
の
恐
れ
あ
り
と
て
其
入
學
試
瞼

の
如
き
ハ
極
め
て
簡
易
を
旨
と
し
普
通
数
育
を
受
け
一
派
の
霊
風
を
修
め
た
る

の
人
な
れ
バ
定
員
に
逹
す
る
ま
で
は
入
學
を
許
す
と
の
事
あ
り

（
同
年
同
月
二
十
二
日
同
紙
）
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